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概要・基本設定

概要・基本設定

PPP（Point-to-Point Protocol）は、2点間でさまざまなネットワーク層プロトコルパケットを受け渡すた

めのデータリンク層プロトコルです。もともとはWANなどのシリアル回線上で使用するために開発されま

したが、最近では xDSLなどのブロードバンドサービスの普及に伴い、Ethernet上などでも利用されていま

す（PPPoE = PPP over Ethernet）。ここでは、PPPの概要と基本設定について説明します。

基本設定

PPPの基本設定について説明します。

物理層のセットアップ

PPPを使用するためには、最初に物理回線のセットアップが必要です。本製品が使用できる回線には次のも

のがあります。物理層のセットアップについては、それぞれ該当する章をご覧ください。

• ISDN回線（ADD ISDN CALLコマンド（「ISDN」の 14ページ）で接続先を定義）

• 専用線（CREATE TDMコマンド（「専用線」の 9ページ）で回線速度に応じた TDMグループを定義）

• Ethernet（PPPoEの場合です。特に設定は必要ありません）

• L2TPトンネル（IP 上に PPP を通すトンネリングプロトコルです。ADD L2TP CALL コマンド

（「L2TP」の 15ページ）で L2TPコールを定義します。詳細は「L2TP」の章をご覧ください）

インターフェース間の関係については、「インターフェース」の章もご覧ください。

PPPインターフェースの作成

物理層のセットアップが完了したら、その上に PPPインターフェースを作成します。PPPインターフェー

スは、CREATE PPPコマンド（37ページ）で作成します。

PPPインターフェースの作成にあたって最低限必要な情報は次のとおりです。

• PPPインターフェース番号

• 物理（下位）インターフェース名

インターフェース番号は 0～511の範囲で重ならないよう任意に割り当てます。物理インターフェースは使

用する回線を指定するもので、次のように指定します。
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概要・基本設定

回線 指定方法 例

ISDN回線 ISDNコール名の前に「ISDN-」を付け

る

ISDN-remote（コール名が「remote」

の場合）

専用線（BRI、PRI） TDMグループ名の前に「TDM-」を付

ける

TDM-remote（TDM グループ名が

「remote」の場合）

Ethernet Ethernetインターフェース名の後に「-

servicename」を付ける。servicename

は、PPPoEサービス名。サービス名が

指定されていないときは、任意の文字

列またはキーワード「any」を指定でき

る。

eth0-isp（PPPoEサービス名が「isp」

の場合）

L2TPトンネル L2TPコール名の前に「TNL-」を付け

る

TNL-remote（L2TP コ ー ル 名 が

「remote」の場合）

表 1: 物理インターフェースの指定方法

■ ISDN回線上で PPPを使用する場合は、物理インターフェースとして ISDNコール（接続先情報）を指

定します。たとえば、ISDNコール「remote」上に PPPインターフェース「0」を作成するには次のように

します。「IDLE=ON」はダイヤルオンデマンドを有効にするためのパラメーターです。これを付けないと、

ルーター起動と同時に発呼し、接続したままになってしまうため注意してください。

CREATE PPP=0 OVER=ISDN-remote IDLE=ON ↵

■ BRI、PRIインターフェースで専用線に接続している場合は、物理インターフェースとして TDMグループ

（使用スロット情報）を指定します。たとえば、TDMグループ「office」上に PPPインターフェース「0」を作

成するには、次のようにします。常時接続なので「IDLE=ON」は必要ありません（省略時は「IDLE=OFF」

になります）。ルーター起動と同時に PPPのリンクを確立します。

CREATE PPP=0 OVER=TDM-office ↵

■ Ethernet上で PPPを使用する場合（PPPoE）は、物理インターフェースとして Ethernetインターフェー

ス名と PPPoEサービス名を「ETHn-servicename」の形式で指定します。「n」は Ethernetインターフェー

スの番号、「servicename」は ISP等から指定された PPPoEサービス名です。サービス名が指定されてい

ない場合は、任意の文字列またはキーワード「any」を指定します。たとえば、Ethernetインターフェース

eth0上に PPPインターフェース「0」を作成するには、次のようにします。

CREATE PPP=0 OVER=eth0-pppoe ↵

これは、xDSLなどのブロードバンド接続サービスにおけるWAN側インターフェースの設定になります。

常時接続を仮定しているため、「IDLE=ON」は付けていません。ベストエフォート型のサービスでは、網側

から不定期にセッションが切断されることがありますが、IDLE=OFF（デフォルト）に設定された PPPoE

インターフェースは、リンクダウンしても自動的に再接続を試みます（PPPoEセッションキープアライブ

機能）。

✎ リンクダウンを検出するには「LQR=ON」（デフォルト）または「LQR=OFF ECHO=ON」の設定が必要です。
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概要・基本設定

■ L2TPトンネル上で PPPを使用する場合は、物理インターフェースとして L2TPコール（L2TPトンネル

接続情報）を指定します。たとえば、L2TPコール「tunnel」上に PPPインターフェース「0」を作成する

には、次のようにします。

CREATE PPP=0 OVER=TNL-tunnel ↵

L2TP（Layer Two Tunnelling Protocol）は、IPネットワーク上に仮想回線（L2TPトンネル）を構築し、

その上で PPPを走らせる VPNプロトコルです。詳細は「L2TP」の章をご覧ください。

上位層とのインターフェース

作成した PPPインターフェースは、第 2層（データリンク層）インターフェースとして扱われ、上位に IP

や IPv6等の第 3層（ネットワーク層）インターフェースを作成できます。このとき、PPPインターフェー

スは「PPPn」の形式で指定します。nはインターフェース番号です。

■ PPPインターフェース「0」上に IPインターフェースを作成するには、ADD IP INTERFACEコマンド

（「IP」の 185ページ）を使います。

ADD IP INT=ppp0 IP=192.168.100.1 MASK=255.255.255.0 ↵

PPPインターフェースは、IPアドレスを割り当てないUnnumberedインターフェースとして設定すること

もできます。その場合、IPアドレスとして「0.0.0.0」を指定します。

ADD IP INT=ppp0 IP=0.0.0.0 ↵

また、接続時に IPアドレスを動的に取得する場合は、ENABLE IP REMOTEASSIGNコマンド（「IP」の

318ページ）でリモート側から提供されたアドレスを使用できるよう設定した上で、PPPインターフェース

に 0.0.0.0を指定します。また、PPPインターフェースの設定で「IPREQUEST=ON」を指定しておく必要

もあります。

SET PPP=0 IPREQUEST=ON ↵
ENABLE IP REMOTEASSIGN ↵
ADD IP INT=ppp0 IP=0.0.0.0 ↵

この場合、ISPとの接続が完了するまで IPアドレスは未定となります。

■ PPPインターフェース「0」上に IPv6インターフェースを作成するには、ADD IPV6 INTERFACEコマ

ンド（「IPv6」の 45ページ）でアドレスを明示的に割り当てるか、CREATE IPV6 INTERFACEコマンド

（「IPv6」の 54ページ）でリンクローカルアドレスを自動設定します。

グローバルアドレスやサイトローカルアドレスを明示的に割り当てるときは、ADD IPV6 INTERFACEコ

マンド（「IPv6」の 45ページ）を使います。リンクローカルアドレスがまだ割り当てられていない場合は、

同時に自動設定されます。

ADD IPV6 INT=ppp0 IP=3ffe:10:10:10::1/128 ↵

リンクローカルアドレスだけで運用する場合は、CREATE IPV6 INTERFACEコマンド（「IPv6」の 54ペー

ジ）を使います。この場合、アドレス自動設定の手順にしたがいリンクローカルアドレスが設定されます。
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概要・基本設定

CREATE IPV6 INT=ppp0 ↵

接続形態

PPPによる 2点間接続には、大きく分けて次の 2つの形態があります。

スタティックな PPP接続

おもに、拠点間接続のように接続相手が固定されている場合に使用される形態です。両側のルーターに PPP

インターフェースを固定的に作成します。次に例を挙げます。

ルーターA

SET BRI=0 MODE=TDM ACTIVATION=ALWAYS TDMSLOTS=1-2 ↵
CREATE TDM GROUP=remote INT=bri0 SLOTS=1-2 ↵
CREATE PPP=0 OVER=TDM-remote ↵
ENABLE IP ↵
ADD IP INT=vlan1 IP=192.168.10.1 ↵
ADD IP INT=ppp0 IP=192.168.100.1 ↵
ADD IP ROUTE=192.168.20.0 MASK=255.255.255.0 INT=ppp0

NEXTHOP=192.168.100.2 ↵

ルーター B

SET BRI=0 MODE=TDM ACTIVATION=ALWAYS TDMSLOTS=1-2 ↵
CREATE TDM GROUP=remote INT=bri0 SLOTS=1-2 ↵
CREATE PPP=0 OVER=TDM-remote ↵
ENABLE IP ↵
ADD IP INT=vlan1 IP=192.168.20.1 ↵
ADD IP INT=ppp0 IP=192.168.100.2 ↵
ADD IP ROUTE=192.168.10.0 MASK=255.255.255.0 INT=ppp0

NEXTHOP=192.168.100.1 ↵

ダイナミックな PPP接続

センター側に対し、複数のユーザーが ISDN網やアナログ公衆網を介して不定期に接続してくる場合に使用

される形態です。アクセスサーバー（ダイヤルアップサーバー）的な設定です。ISP（インターネットサービ

スプロバイダー）とその利用者の関係を思い浮かべるとわかりやすいでしょう。

この形態では接続相手が不定なため、接続を受けてはじめて PPPインターフェースが作成されるように設

定します。このように接続を受けて動的に作成される PPPインターフェースをダイナミック PPPインター

フェースと呼び、その属性は PPPテンプレートであらかじめ定義しておきます。

6 CentreCOM AR570S コマンドリファレンス 2.9
613-000273 Rev.J

PPP



概要・基本設定

また、不定ユーザーからの接続を識別するため認証を行い、パスしたユーザーに IPアドレスを動的に割り当

てます。次の例では、ユーザー認証データベースを使用して、PPPユーザーの IPアドレスを固定的に割り

当てています。IPアドレスプールを使用して、空きアドレスを動的に割り当てることもできます。

センター側ルーターの設定

ADD USER=UserA PASSWORD=PasswordA LOGIN=NO IPADDRESS=192.168.10.200

NETMASK=255.255.255.255 ↵
CREATE PPP TEMPLATE=0 LQR=OFF BAP=OFF IDLE=60 AUTH=CHAP LOGIN=USER ↵
ADD ISDN CALL=remote NUMBER=0 PRECEDENCE=IN INANY=ON USER=PPP

PPPTEMPLATE=0 ↵
ENABLE IP ↵
ADD IP INT=vlan1 IP=192.168.10.1 MASK=255.255.255.0 ↵

接続してきたユーザー「UserA」は、192.168.10.200を割り当てられ、vlan1側 LANの一員として扱われ

ます。

PPPインターフェースの設定変更

■ CREATE PPPコマンド（37ページ）で作成した PPPインターフェースの設定オプションパラメーター

を変更するには、SET PPPコマンド（63ページ）を使います。

SET PPPコマンド（63ページ）を実行するときには、変更するオプションが PPPインターフェース全体に

かかわるグローバルなものであるか、PPPインターフェース（マルチリンクバンドル）を構成する特定のリ

ンクだけにかかわるものかによって、OVERパラメーターの指定が必要なときとそうでないときがあります。

• OVERパラメーターがいらないオプション

– BAP

– BAPMODE

– COMPRESSION（ただし、LINKを指定した場合は必須）

– COMPALGORITHM

– DEBUGMAXBYTES

– DESCRIPTION

– DOWNRATE

– DOWNTIME

– ENCRYPTION

– FRAGMENT

– FRAGOVERHEAD

– IDLE

– INDATALIMIT

– IPPOOL

– IPREQUEST

– MSSHEADER

– NULLFRAGTIMER
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概要・基本設定

– ONLINELIMIT

– OUTDATALIMIT

– PASSWORD

– PREDCHECK

– STACCHECK

– STARENTITY

– TOTALDATALIMIT

– UPRATE

– UPTIME

– USERNAME

• OVERパラメーターが必須のオプション

– AUTHENTICATION

– AUTHMODE

– CBDELAY

– CBMODE

– CBNUMBER

– CBOPERATION

– CONFIGURE

– ECHO

– LQR

– MAGIC

– MODEM

– MRU

– RECHALLENGE

– RESTART

– TERMINATE

■ PPPインターフェースを削除するには、DESTROY PPPコマンド（49ページ）を使用します。IPなどの

上位モジュールがアタッチされている場合は、最初にそちらを削除してからDESTROY PPPコマンド（49

ページ）を実行してください。

DELETE IP INT=ppp0 ↵
DESTROY PPP=0 ↵

PPPインターフェースの各種オプション

PPPインターフェースには、さまざまな設定オプションがあります。ここでは、おもなものについて説明し

ます。詳細はコマンドリファレンスをご覧ください。

オンデマンド接続
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概要・基本設定

オンデマンド接続は、上位層（IPなど）からの要求に応じて PPPのリンクを開き、一定時間無通信状態が

続くとリンクを閉じる機能です。ISDN網のように、通信時間に基づく従量制料金を採用している交換回線

上で PPPを使用する場合に、通信料金を節約する目的で使用します。また L2TPを使用している場合も、ダ

イヤルオンデマンドをオンにしておいたほうが接続の問題が少なくなります。

■ オンデマンド接続を使用するには、CREATE PPPコマンド（37ページ）、SET PPPコマンド（63ペー

ジ）の IDLEパラメーターにONを指定します。これにより、必要に応じて自動接続し、60秒間無通信状態

が続くと自動的に回線を切断するようになります。省略時は IDLE=OFFで、その場合はルーターが起動す

るとただちに PPPリンクを確立しようとします。また、無通信時の切断タイマーが無効であるため、いつま

でも接続したままとなりますのでご注意ください。

CREATE PPP=0 OVER=ISDN-isp IDLE=ON ↵

■ IDLEパラメーターに秒数を指定することで、切断タイマーの値を変更することもできます。次の例では

切断までの時間を 175秒に変更しています。

SET PPP=0 IDLE=175 ↵

✎ オンデマンド接続を使用しているとき、上位層（IPなど）から見た PPPインターフェースの状態はつねに「Up」
となります。たとえば、SHOW IP INTERFACEコマンド（「IP」の 478ページ）では「Down」状態のインター
フェース名の後に「#」が付きますが、オンデマンド接続の PPPインターフェースの場合は、回線が切断されて
いても「#」は付きません。

■ オンデマンド接続の PPPインターフェース上に IPインターフェースを作成している場合、LAN側の

Microsoft Networkクライアントが発するパケットによって、不用意な接続が起こることがあります。これ

を防ぐには、IPフィルターやファイアウォールで、LAN側から発生する 135、137～139、445番ポート宛

てのパケットを遮断します。

IPフィルターによる設定

ADD IP FILTER=0 SO=0.0.0.0 PROTO=TCP DPORT=135 ACTION=EXCLUDE ↵
ADD IP FILTER=0 SO=0.0.0.0 PROTO=UDP DPORT=135 ACTION=EXCLUDE ↵
ADD IP FILTER=0 SO=0.0.0.0 PROTO=TCP DPORT=137:139 ACTION=EXCLUDE ↵
ADD IP FILTER=0 SO=0.0.0.0 PROTO=UDP DPORT=137:139 ACTION=EXCLUDE ↵
ADD IP FILTER=0 SO=0.0.0.0 PROTO=TCP DPORT=445 ACTION=EXCLUDE ↵
ADD IP FILTER=0 SO=0.0.0.0 ACTION=INCLUDE ↵
SET IP INT=vlan1 FILTER=0 ↵

ファイアウォールルールによる設定
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概要・基本設定

ADD FIREWALL POLICY=net RULE=1 ACTION=DENY INT=vlan1 PROTO=TCP PORT=135 ↵
ADD FIREWALL POLICY=net RULE=2 ACTION=DENY INT=vlan1 PROTO=UDP PORT=135 ↵
ADD FIREWALL POLICY=net RULE=3 ACTION=DENY INT=vlan1 PROTO=TCP

PORT=137-139 ↵
ADD FIREWALL POLICY=net RULE=4 ACTION=DENY INT=vlan1 PROTO=UDP

PORT=137-139 ↵
ADD FIREWALL POLICY=net RULE=5 ACTION=DENY INT=vlan1 PROTO=TCP PORT=445 ↵

PPPリンクの状態監視

PPPリンクは、物理回線の状態などによって不定期に切断される可能性があります。本製品には、リンクの

状態を監視し、障害検出時に対処を行うための機能として、次の 2つが用意されています。

LQRパケット

LQR（Link Quality Report）は、LQR（プロトコル識別子 0xc025）という特殊なプロトコルパケットを

使って PPPリンクの状態を監視する機能です。

デフォルトでは、60秒ごとに LQRパケットを送信して、リンクが維持されているかどうかを確認していま

す。既定時間内（送信間隔の 2倍）に LQRパケットを受信できなかった場合は、リンクに障害が発生した

と判断し、LCP Configure-Requestパケットを送信してリンクの再確立を試みます。

■ LQRはデフォルトで有効になっていますが、この機能をサポートしている機器が少なく接続上の問題が

発生しやすいため、接続相手がARシリーズでない場合（たとえば ISPと接続する場合など）は、無効にす

ることをおすすめします。LQR=OFFを指定してください。

CREATE PPP=0 OVER=ISDN-isp IDLE=ON LQR=OFF ↵

■特に指定しなかった場合、LQRパケットは 60秒間隔で送信されます。LQRパラメーターに秒数を指定

した場合は、指定した間隔（秒）で送信されます。次の例では LQRパケットの送信間隔を 30秒に設定して

います。

SET PPP=0 OVER=ISDN-isp LQR=30 ↵

■ LQR有効時は、規定時間内に LQR パケットを受信できないとリンクがダウンしたと判断し、LCP

Configure-Requestパケットを送信してリンクの再確立を試みます。リンクダウンと判断するまでの時間

は、相手側の LQRパケット送信間隔× 2です（相手側の送信間隔は、LCPネゴシエーション中に取得しま

す）。また、Configure-Requestパケットの再送回数は、CONFIGUREオプションで指定します。同オプ

ションのデフォルト値は CONTINUOUS（無限にリトライする）です。

■セカンダリーリンク（TYPE=SECONDARYの PPPリンク）を使用する場合は、プライマリーリンクで

必ず LQRを有効にしてください。また、プライマリーリンクの CONFIGUREオプションを必ず有限な値

（たとえば 2）に設定してください（デフォルトは無限リトライ）。セカンダリーリンクは、LQRによるプライ

マリーリンクのダウン検出後、LCP Configureによるリンク再確立がすべて失敗したときに起動されます。
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概要・基本設定

CREATE PPP=0 OVER=TDM-primary TYPE=PRIMARY LQR=10 CONFIGURE=2 ↵
CREATE PPP=0 OVER=ISDN-secondary TYPE=SECONDARY NUMBER=2 ↵

LCP Echoパケット

LCP Echo（Echo-Request）パケットは、接続相手にエコー応答を要求する LCPの標準機能です。LCP

Echoは、リンク状態を監視する手段として、あまりサポートされていない LQRの代わりに使うことができ

ます。

■ LCP Echoはデフォルトでは無効になっています。LCP Echoと LQRは併用できないので、Echoパケッ

トを使うときは、次のように LQRを明示的に無効にしてください。

CREATE PPP=0 OVER=ISDN-isp IDLE=ON LQR=OFF ECHO=ON ↵

■ LCP Echoパケットはデフォルト 10秒間隔で送信されます。3回連続で Echo-Replyが戻ってこなかっ

た場合は、リンクがダウンしたと判断してトリガーイベントを発生します。インターフェーストリガーでこ

のイベントを捕捉することにより、リンクダウン時に自動的な対応をとることができます。

次に示すのは、xDSLなどの準・常時接続環境において、網側での回線断などによる PPPリンクの切断時に、

自動的に再接続するための設定例です。この例では、3つのトリガーと 3つのスクリプトを使用しています。

✎ IDLE=OFF（デフォルト）に設定された PPPoEインターフェースは、リンクダウンしても自動的に再接続を試
みます（PPPoEセッションキープアライブ機能）。以下のトリガー設定は、LCP Echoパケットによるトリガー
の例として挙げましたが、実際には不要です（設定しても問題はありません）。なお、リンクダウンを検出するた

め、「LQR=ON」（デフォルト）または「LQR=OFF ECHO=ON」の設定は必要です。

• トリガーの設定

ENABLE TRIGGER ↵
CREATE TRIGGER=1 PERIODIC=3 SCRIPT=reset.scp ↵
CREATE TRIGGER=2 INTERFACE=ppp0 EVENT=UP CP=LCP SCRIPT=up.scp ↵
CREATE TRIGGER=3 INTERFACE=ppp0 EVENT=DOWN CP=LCP SCRIPT=down.scp ↵

• スクリプト reset.scp

RESET PPP=0

• スクリプト up.scp

DISABLE TRIGGER=1

• スクリプト down.scp

ENABLE TRIGGER=1

✎ この例では LCPの状態を監視することによって PPPリンクの断絶を監視していますが、リンク断がうまく検出
できないときは「CP=LCP」を「CP=IPCP」に変更してみてください。
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概要・基本設定

マルチリンク PPPインターフェース（リンクアグリゲーション）

マルチリンク PPP（MP）は、複数の物理/論理リンクを 1本の PPPリンク（マルチリンクバンドル）にま

とめるプロトコルです（RFC1990）。ISDNの Bチャンネルを複数束ねて使用したり、複数の専用回線を 1

本のリンクとして使用したりすることができます。

■ ISDNの Bチャンネルを複数束ねて使用するには、NUMBERパラメーターで使用する Bチャンネルの

数を指定します。省略時は 1本になります。次の例では、Bチャンネル 2本を使うよう設定しています。

CREATE PPP=0 OVER=ISDN-remote IDLE=ON LQR=OFF NUMBER=2 ↵

■既存の PPPインターフェースに対して、同一接続条件の Bチャンネルを追加するには、ADD PPPコマン

ド（32ページ）を使います。ここでは Bチャンネルを 4本追加しています（PRIインターフェースの場合）。

ADD PPP=0 OVER=ISDN-remote NUMBER=4 ↵

■ 既存の PPPインターフェースから Bチャンネルを取り除くには、DELETE PPPコマンド（47ページ）

を使います。Bチャンネル 2本を取り除くには次のようにします。

DELETE PPP=0 OVER=ISDN-remote NUMBER=2 ↵

デマンドリンクと BAP/BACP

デマンドリンクはマルチリンク PPPの応用で、トラフィックの増減に応じて、使用するリンクの数を自動的

に調整する機能です。通常は少ないリンク数で運用し、トラフィックが増えたときだけリンクを追加して帯

域を拡大することができます。トラフィック量が元に戻ったときは、再度リンク数を減らすことも可能です。

■通常は ISDNの Bチャンネル 1本だけを使用し、トラフィック増加時にのみ 2本目の Bチャンネルを追加

するには、次のようにします。ADD PPPコマンド（32ページ）で追加しているリンクは TYPE=DEMAND

が指定されているため、必要な時だけ起動されるデマンドリンクとなります。TYPEパラメーター省略時は

TYPE=PRIMARYとなり、常時起動のプライマリーリンクとなります。

CREATE PPP=0 OVER=ISDN-remote IDLE=ON ↵
ADD PPP=0 OVER=ISDN-remote TYPE=DEMAND ↵

デマンドリンクを設定すると、自動的に BAP/BACPが有効になります。BAP（Bandwidth Allocation

Protocol）と BACP（Bandwidth Allocation Control Protocol）は、マルチリンク PPP使用時に動的な帯

域制御を行うためのプロトコルです。

BAP/BACPの設定パラメーターを変更することにより、どのようなときにデマンドリンクを起動するかと

いった条件設定を行うことができます。詳細は、「PPPインターフェース」の「PPPリンクの種類について」

をご覧ください。

PPPリンクの種類について

PPPリンクには、次のような種類があります。ここでは、これらの動作や設定方法について説明します。
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概要・基本設定

• プライマリーリンク

• デマンドリンク

• セカンダリーリンク

プライマリーリンク（TYPE=PRIMARY）

プライマリーリンクは、通常使用されるリンクです。同一 PPPインターフェース上に複数のプライマリー

リンクを設定することにより、これら複数のリンクを束ねて一本のリンクのように使用することができます

（リンクアグリゲーション機能）。

プライマリーリンクには、専用線と ISDN回線を使用できます。また、リンクアグリゲーション使用時は、

異なる回線種別のリンクを組み合せることができます。ただし、ISDN回線は接続時間による従量制課金で

あるため（専用線は固定課金）、運用体系が異なる回線を組み合わせることはあまり現実的ではありません。

次に、現実的な回線種別の組み合わせパターンを示します。

専用線 ISDN回線

専用線 ○ ×

ISDN回線 × ○

表 2: 現実的な回線種別の組み合わせパターン

以下、プライマリーリンクを複数束ねて利用するリンクアグリゲーションの設定例を紹介します。

■ ISDNの Bチャンネル 2本によるリンクアグリゲーション。使用する Bチャンネルの数は、NUMBER

パラメーターで指定します。NUMBERパラメーターを省略した場合は、Bチャンネル 1本の指定になり

ます。

ADD ISDN CALL=REMOTE NUM=0312341111 PREC=OUT SEARCHCLI=ON ↵
CREATE PPP=0 OVER=ISDN-REMOTE IDLE=ON NUMBER=2 ↵

■既存の PPPインターフェースに Bチャンネル 2本を追加するには、次のようにします（接続相手の条件

が同一の場合）。

ADD PPP=0 OVER=ISDN-REMOTE IDLE=ON NUMBER=2 ↵

■既存の PPPインターフェースから Bチャンネル 2本を取り除くには、次のようにします（同上）。

DELETE PPP=0 OVER=ISDN-REMOTE IDLE=ON NUMBER=2 ↵

デマンドリンク（メイン回線高負荷時の補助用リンク）

デマンドリンク（TYPE=DEMAND）は、プライマリーリンクの回線負荷率が一定値を上回ったときに起動

されるリンクです。同一 PPPインターフェース上に複数のデマンドリンクを設定することも可能で、その場

合は高負荷時に 1本ずつリンクが追加されていきます。

デマンドリンクには ISDN回線を使用します。デマンドリンクは、プライマリーリンクと回線種別が異なっ
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概要・基本設定

てもかまいません。

デマンドリンクを設定すると、自動的にBACP/BAPが付加されます。これにより、SET PPPコマンド（63ペー

ジ）を使って、デマンドリンクの起動条件（UPRATE/UPTIME）や切断条件（DOWNRATE/DOWNTIME）

を調整することができます。次に、これらのパラメーターについて説明します。

パラメーター 説明

UPRATE デマンドリンクの起動条件となる回線負荷率を指定します（デフォルトは 80%）。

負荷率がUPRATEを越えるとデマンドリンクは起動準備状態に入り、負荷率＞

UPRATEの状態がUPTIMEで指定された時間続いた時点で、デマンドリンクが

実際に起動されます

UPTIME 回線負荷率がUPRATEを超えてから、実際にリンクが起動されるまでの監視時

間を指定します（デフォルトは 30秒）。監視時間中に負荷率がUPRATEを下回

らなければ、UPTIME経過後にデマンドリンクが起動されます

DOWNRATE デマンドリンクの切断条件となる回線負荷率を指定します（デフォルトは 20%）。

負荷率が DOWNRATEを下回るとデマンドリンクは切断準備状態に入り、負荷

率＜DOWNRATEの状態がDOWNTIMEに指定された時間続いた時点で、デ

マンドリンクが実際に切断されます

DOWNTIME 回線負荷率がDOWNRATEを下回ってから、実際にリンクが切断されるまでの監

視時間を指定します（デフォルトは 60秒）。監視時間中に負荷率がDOWNRATE

を超えなければ、UPTIME経過後にデマンドリンクが切断されます

表 3: デマンドリンクのパラメーター

次に、デマンドリンクの起動/切断と上記パラメーターの関係を図示します。

時間�
0

DOWNRATE

UPRATE

デマンドリンク起動�

プライマリのみ� プライマリのみ�プライマリ＋デマンドリンク�

* *

* デマンドリンクを複数設定している場合、
リンクの起動/切断は1リンクずつ行う。�

デマンドリンク切断�

回線負荷率 (%)
UPTIME DOWNTIME

以下、デマンドリンクの設定例を紹介します。デマンドリンクは、プライマリーリンクと回線種別が異なっ

てもかまいません。

■次の例では、プライマリーリンクに専用線を使用し、デマンドリンクとして ISDNの Bチャンネル 2本

を用意しています。また、デマンドリンクの起動/切断条件をデフォルト値から変更しています。
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CREATE TDM GROUP=PRIMARY INTERFACE=BRI0 SLOTS=1-2 ↵
ADD ISDN CALL=DEMAND NUM=0312341111 PREC=OUT SEARCHCLI=ON INTREQ=BRI1 ↵
CREATE PPP=0 OVER=TDM-PRIMARY TYPE=PRIMARY ↵
ADD PPP=0 OVER=ISDN-DEMAND TYPE=DEMAND NUMBER=2 ↵
SET PPP=0 UPRATE=85 UPTIME=10 DOWNRATE=25 DOWNTIME=30 ↵

■次は、プライマリーリンク、デマンドリンクとも、同一条件の ISDN回線を使用する場合の設定例です。

この場合も、下記の例のように、プライマリーリンクとデマンドリンクを別々に設定するようにしてくだ

さい。

ADD ISDN CALL=DEMAND NUM=0312341111 PREC=OUT SEARCHCLI=ON INTREQ=BRI0 ↵
CREATE PPP=0 OVER=ISDN-DEMAND TYPE=PRIMARY IDLE=ON ↵
ADD PPP=0 OVER=ISDN-DEMAND TYPE=DEMAND NUMBER=2 ↵

■ デマンドリンクの設定を行う場合は、必ずプライマリーリンクの設定を行ってください。次の例のよう

に、すべての PPPリンクを TYPE=DEMANDに設定すると、トラフィック量がDOWNRATE以下のとき

にリンクが不安定になります。

よくない設定例（プライマリーリンクが設定されていない）

ADD ISDN CALL=DEMAND NUM=0312341111 PREC=OUT SEARCHCLI=ON ↵
CREATE PPP=0 OVER=ISDN-DEMAND TYPE=DEMAND NUMBER=3 ↵

✎ 機能説明として記載しておりますが、AR560Sは PICベイをひとつしか持たないため、複数枚の PICを必要とす
る構成はできません。

その他オプション

すでに紹介したもの以外にも、PPPにはさまざまなオプションがあります。

ユーザー認証

PPPでは、リンク確立時（LCP）にユーザー認証方式のネゴシエーションを行うことができます。認証を行

うことで合意した場合、LCPの完了後かつNCPの開始前に、合意した認証方式で互いの認証（一方のみも

あり）を行います。また、CHAPではリンク確立後も不定期に認証を行うケースもあります。

PPPで使用される認証方式には、PAP（Password Authentication Protocol）とCHAP（Challenge Hand-

shake Authentication Protocol）があります。PAPは平文パスワードとユーザー名による認証方式、CHAP

は一方向性ハッシュ関数を使用したチャレンジ・レスポンス型の安全な認証方式です。

認証を受けるための設定
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ISPへの接続時のように相手側から認証を受ける場合は、PPP接続時にユーザー名とパスワード（またはパ

スワードをもとにしたハッシュ値）を相手側に送る必要があります。これらの情報は、CREATE PPPコマ

ンド（37ページ）、SET PPPコマンド（63ページ）のUSERNAME、PASSWORDパラメーターで指定し

ます。本製品は、PAP、CHAPどちらの認証要求に対しても応答します。

■ ppp0のリンク確立時に相手に送るユーザー名「myname」とパスワード「mypasswd」を設定します。

SET PPP=0 USERNAME=myname PASSWORD=mypasswd ↵

■ USERNAMEパラメーターを省略した場合、もしルーターにシステム名（sysName）が設定されていれ

ば、それが PPPユーザー名として相手に送られます。システム名は SET SYSTEM NAMEコマンド（「運

用・管理」の 338ページ）で設定します。一方、パスワードは PASSWORDパラメーターで指定するしか方

法がありません。

SET SYSTEM NAME=myname ↵

認証するための設定

接続相手にユーザー名とパスワードを要求するには、CREATE PPPコマンド（37ページ）、SET PPPコマ

ンド（63ページ）のAUTHENTICATIONパラメーターで認証方式を指定する必要があります。指定でき

る値はCHAP、PAP、EITHERのいずれかです。同パラメーターのデフォルト値NONEは認証を要求しな

いことを意味します。EITHERは CHAP、PAPのどちらでもよいことを示します。

■ ppp0のリンク確立時に相手側に CHAP認証を要求する（チャレンジを送信する）場合は次のようにし

ます。

CREATE PPP=0 OVER=ISDN-remote IDLE=ON AUTHENTICATION=CHAP ↵

■認証を要求する場合は、接続相手のユーザー名とパスワードをユーザー認証データベースに登録しておく

必要があります。PPPユーザーはルーターにログインする必要がないので、LOGIN=NOを指定します。

ADD USER=hisname PASSWORD=hispasswd LOGIN=NO ↵

■ユーザー認証データベースを使わずに、認証サーバーを利用することもできます。この場合、PPPユー

ザーの情報は認証サーバー側に登録しておき、本製品側ではサーバーのアドレスだけを指定しておきます。

RADIUSサーバーはADD RADIUS SERVERコマンド（「運用・管理」の 131ページ）で設定できます。

RADIUSサーバーを使用する場合は、サーバーにアクセスするためのパスワード（SECRET）も指定する必

要があります。

ADD RADIUS SERVER=192.168.10.5 SECRET=naisho ↵

■ PPPの認証を要求するよう設定している場合（AUTHENTICATIONパラメーターに NONE以外を指

定している場合）で、物理層に ISDN回線を使用している場合、デフォルトでは発呼時、着呼時とも相手に

認証を要求します。発呼側が相手に認証を要求すると接続を受け付けないようなルーターも存在するため、

その場合は CREATE PPPコマンド（37ページ）、SET PPPコマンド（63ページ）のAUTHMODEパラ

メーターを使って、着呼時のみ認証を要求するよう設定を変更してください。次に例を示します。デフォル
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トは INOUT（発呼時、着呼時とも要求する）です。

CREATE PPP=0 OVER=ISDN-remote IDLE=ON AUTHEN=CHAP AUTHMODE=IN ↵

■ CHAP認証を行うよう設定している場合、デフォルトでは 5（300秒）～15分（900秒）の範囲のランダ

ムな間隔で相手を再認証します。しかし、相手が CHAPの再認証をサポートしていない場合は再認証時に

リンクが切断されてしまうため、CREATE PPPコマンド（37ページ）/SET PPPコマンド（63ページ）の

RECHALLENGEパラメーターで再認証を行わないよう設定してください。

SET PPP=0 RECHALLENGE=OFF ↵

IPアドレスの割り当て

PPPでは、NCPネゴシエーションによってネットワーク層プロトコルの各種パラメーターを相手から取得

したり、相手側に通知したりすることができます。IPアドレスの自動割り当てもその 1つです（IPCP）。

IPアドレスの割り当てを要求する

■ IPアドレスの自動割り当てを要求するには、CREATE PPPコマンド（37ページ）、SET PPPコマンド

（63ページ）の IPREQUESTパラメーターにONを指定します。端末型で ISPに接続する場合は、通常こ

の設定になります。デフォルトはOFFです。

CREATE PPP=0 OVER=ISDN-isp IDLE=ON LQR=OFF USERNAME=isp

PASSWORD=isppasswd IPREQUEST=ON ↵

✎ IPを自動取得するためには、上記設定に加え、ENABLE IP REMOTEASSIGNコマンド（「IP」の 318ページ）
を実行して IPアドレスの動的設定を有効にし、ADD IP INTERFACEコマンド（「IP」の 185ページ）で PPP
インターフェースに 0.0.0.0を設定しておく必要があります。

IPアドレスを割り当てる

PPP接続してきたユーザーに IPアドレスを割り当てるには、以下の方法があります。

• ユーザー認証データベースへの登録時に、ユーザーの IPアドレスとネットマスクをあわせて指定する。

ADD USER=orange PASSWORD=shimashima LOGIN=NO IPADDRESS=192.168.10.240

NETMASK=255.255.255.255 ↵

• RADIUSサーバーにユーザーの IPアドレスとネットマスクを登録しておき、RADIUSサーバーを使

用するよう設定する。

ADD RADIUS SERVER=192.168.10.5 SECRET=radpasswd ↵

• IPアドレスプールから動的に割り当てる。
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CREATE IP POOL=pppusers IP=192.168.10.240-192.168.10.250 ↵
CREATE PPP TEMPLATE=0 AUTHENTICATION=EITHER IPPOOL=pppusers ↵

ネームサーバーアドレスの通知

IPに関するパラメーターの交渉を行う IPCPネゴシエーションでは、IPアドレスだけでなく、DNSサー

バーやWINS（Windows Internet Name Service）サーバーのアドレスを相手に要求したり通知したりす

ることもできます。

DNSサーバーアドレスの要求

本製品は、IPCPネゴシエーションでDNSサーバーアドレスを要求します。これは自動的に行われます。

DNS/WINSサーバーアドレスの通知

接続相手にDNSサーバー、WINSサーバーのアドレスを通知するには、SET PPP DNSPRIMARYコマン

ド（69ページ）のDNSPRIMARY、DNSSECONDARY、WINSPRIMARY、WINSSECONDARYパラ

メーターに、各サーバーの IPアドレスを指定します。

これらのパラメーターは PPPのグローバルパラメーターなので、PPPインターフェース番号を指定するこ

とはできません。

■ DNSサーバーとして 192.168.10.5、WINSサーバーとして 192.168.10.10を通知するには、次のように

します。

SET PPP DNSPRIMARY=192.168.10.5 WINSPRIMARY=192.168.10.10 ↵

✎ WINSサーバーは接続相手への通知のみです。本製品が接続相手にWINSサーバーアドレスを要求することは
ありません。

PPPコールバック

PPPコールバックは、PPPのレベルでコールバックを行う機能です。ISDNのDチャンネルレベルで行わ

れる無課金コールバック（ISDNコールバック）に対し、Bチャンネルまで接続するため要求側にも課金さ

れますが、CHAPや PAPにより ISDNよりも細かい認証を行えます。

コールバックを使用する場合、コールバックを要求する側（最初に発呼する側）と要求を受け入れコール

バックする側（かけ直す側）に役割が分かれます。

コールバック時の役割は、CREATE PPPコマンド（37ページ）、SET PPPコマンド（63ページ）のCBMODE

パラメーターで指定します。

• コールバック要求側（CBMODE=REQUEST）

• コールバック受け入れ側（CBMODE=ACCEPT）
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コールバックの要求側

■相手にコールバックを要求する場合は次のようにします。これにより、LCPネゴシエーションで相手に

コールバックを要求します。

CREATE PPP=0 OVER=ISDN-remote IDLE=ON USER=a PASS=aaaaaa CBMODE=REQUEST ↵

コールバック要求側は、どの番号にコールバックすべきかを相手側に伝えることができます。これは、

CBOPERATION パラメーターで指定します。指定できる値は USERAUTH と E164NUMBER です。

USERAUTHは相手側のユーザー認証データベースに登録されている電話番号を使うよう要求します。

E164NUMBERを指定した場合は、同時に CBNUMBERパラメーターも指定して、自分の電話番号を伝え

ます。省略時はUSERAUTHを指定したことになります。この例で CBOPERATIONパラメーターを省略

しているので、相手側のユーザー認証データベースに登録されているユーザー「a」のコールバック番号を使

うよう要求します。

■コールバック要求時に、コールバックすべき番号も同時に伝えるには、次のようにします。

CREATE PPP=0 OVER=ISDN-remote IDLE=ON USER=a PASS=aaaaaa CBMODE=REQUEST

CBOPERATION=E164NUMBER CBNUMBER=0312342222 ↵

■コールバック要求を停止するには、CBMODEパラメーターにOFFを指定します。

SET PPP=0 OVER=ISDN-remote CBMODE=OFF ↵

コールバックの受け入れ側

■コールバックを受け入れる側は次のようにします。受け入れ側では認証を要求するよう設定して、不正な

コールバック要求を受け入れないようにします。

CREATE PPP=0 OVER=ISDN-remote IDLE=ON AUTHENTICATION=CHAP CBMODE=ACCEPT ↵

■コールバックを受け入れる側では、コールバック要求ユーザーを登録しておきます。CBNUMBERパラ

メーターは、コールバック先番号の指定です。

ADD USER=a PASSWORD=aaa LOGIN=NO CBNUMBER=0312341111 ↵

■コールバック受け入れ側では、コールバック要求の呼を切断してから、実際にコールバックするまでの待

機時間を変更することができます。これは、CREATE PPPコマンド（37ページ）、SET PPPコマンド（63

ページ）の CBDELAYパラメーターで指定します。単位は 0.1秒で、1～100（0.1秒～10秒）の範囲で指定

します。デフォルトは 1（0.1秒）ですが、これを 1秒に変更するには次のようにします。

SET PPP=0 OVER=ISDN-remote CBDELAY=10 ↵

■コールバックの受け入れを停止するには、CBMODEパラメーターにOFFを指定します。

SET PPP=0 OVER=ISDN-remote CBMODE=OFF ↵
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通信量リミッター

通信量リミッター機能を利用すると、通信時間（リンクアップ時間）や送受信データ量があらかじめ設定し

ておいた限度を超えたときに PPPリンクを切断し、以後の通信を禁止することができます。時間やデータ量

に基づく従量制課金の場合に使用すると便利です。

■通信限度は、CREATE PPPコマンド（37ページ）/SET PPPコマンド（63ページ）でインターフェース

ごとに行います。設定できるのは以下のパラメーターです。

パラメーター 意味 有効範囲

ONLINELIMIT 通信時間（リンクアップ時間） 1～65535（時間）

INDATALIMIT 受信データ量 1～65535（MB）

OUTDATALIMIT 送信データ量 1～65535（MB）

TOTALDATALIMIT 送受信データ量（合計） 1～65535（MB）

表 4: PPPの通信限度設定パラメーター

たとえば、ppp0の累積通信データ量を 1GB（1024MB）までに制限するには、次のようにします。

SET PPP=0 TOTALDATALIMIT=1024 ↵

上記の累積値は 5分ごとにフラッシュメモリーに書き込まれ、ルーターを再起動しても保持されるように

なっています。また、累積データは PPPリンクの切断時にも記録されます。

■制限を解除するには各パラメーターの値としてNONEを指定します。

SET PPP=0 TOTALDATALIMIT=NONE ↵

■現在の状態を確認するには、SHOW PPP LIMITSコマンド（93ページ）を使います。

SHOW PPP LIMITS ↵

Manager > show ppp limits

ppp0:

Limit Counter Current Limit Remaining Previous

----------------------------------------------------------------------------

Connection Time 1473:35 Unlimited --

In Data 731.2 MB Unlimited --

Out Data 223.0 MB Unlimited --

Total Data 954.0 MB 1024 MB 70.0 MB

----------------------------------------------------------------------------

■累積通信量が設定した限度に達すると、その時点で PPPのリンクが切断され、それ以上通信ができなく

なります。このとき、SHOW PPP LIMITSコマンド（93ページ）を実行すると、限度を超えたカウンター

の「Current」欄に「EXCEEDED」（超過）と表示されます。

この状態から再度通信を可能にするには、RESET PPPコマンド（62ページ）の LINKCOUNTERオプショ

ンで、該当する累積カウンターをクリアしてください。たとえば、送受信データ量（TOTALDATALIMIT）

であれば、次のようにします。
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RESET PPP=0 LINKCOUNTER=OUTDATA ↵

PPPテンプレート

PPPテンプレートは、外部からの着信接続時に動的作成する PPPインターフェース（ダイナミック PPPイ

ンターフェース）の属性を定義するテンプレートです。

PPPテンプレートは、ISDN、L2TP（UDP/IP）経由で不特定ユーザーからの着信を受け入れ、相手を認証

をしたのち IPアドレスを割り当てるといった、アクセスサーバー的な使い方をするときに使います。PPP

テンプレートでは、静的な PPPインターフェースとほぼ同じオプションを指定できます。

■ PPPテンプレートを作成するには、CREATE PPP TEMPLATEコマンド（43ページ）を使います。静的

な PPPインターフェースとは異なり、下位回線を指定しない点に注目してください。回線との関連付けは、

各回線の設定コマンドで PPPテンプレートを指定することによって行います。

CREATE PPP TEMPLATE=0 BAP=OFF IDLE=ON LOGIN=USER AUTHENTICATION=EITHER ↵

■ PPPテンプレートの設定を変更するには、SET PPP TEMPLATEコマンド（70ページ）を使います。

SET PPP TEMPLATE=0 IDLE=180 ↵

作成した PPPテンプレートは、外部からの着信を受け付ける回線制御モジュールと関連付けることによって

利用可能になります。PPPテンプレートを使用できる下位モジュールには次のものがあります。

• ISDNコール（ADD ISDN CALLコマンド（「ISDN」の 14ページ）/SET ISDN CALLコマンド

（「ISDN」の 33ページ）の PPPTEMPLATEパラメーター）

• L2TP LNS（ADD L2TP IPコマンド（「L2TP」の 17ページ）の PPPTEMPLATEパラメーター）

■着信専用の ISDNコール「dialin」に PPPテンプレート「0」を関連付けます。これにより、着信時にテン

プレート「0」に基づいて PPPインターフェースが動的作成されます。「USER=PPP」は、着信時に PPPイン

ターフェースを動的作成することを示すオプションです。そのとき使用するテンプレートは PPPTEMPLATE

パラメーターで指定します。

ADD ISDN CALL=dialin NUMBER=0 PREC=IN INANY=ON USER=PPP PPPTEMPLATE=0 ↵

■ LNSにおいて、L2TPトンネル経由で接続してくる LACの IPアドレスと PPPテンプレートを関連付け

るには、ADD L2TP IPコマンド（「L2TP」の 17ページ）を使います。次の例では、LAC「1.1.1.1」からの

着信に対して、PPPテンプレート「2」に基づきダイナミック PPPインターフェースを作成するよう設定し

ています。

ADD L2TP IP=1.1.1.1 PPPTEMPLATE=2 ↵

また、不特定アドレスからの接続を受け入れるには、IPパラメーターに「0.0.0.0-255.255.255.255」（すべて

のアドレス）を指定します。

ADD L2TP IP=0.0.0.0-255.255.255.255 PPPTEMPLATE=2 ↵
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■ PPPテンプレートの設定を確認するには、SHOW PPP TEMPLATEコマンド（100ページ）を使います。

SHOW PPP TEMPLATE ↵
SHOW PPP TEMPLATE=0 ↵

PPPテンプレート使用例

ISDN網経由での PPP接続受け入れ

センター側

1. PPPユーザーを登録します。ログインの必要はないので、LOGIN=NOを指定します。

ADD USER=UserA PASSWORD=PasswordA LOGIN=NO ↵

2. 動的に IPアドレスを割り当てるため、IPアドレスプールを作成します。ここでは、192.168.10.211～

192.168.10.220を「addr」という名前でプールします。

CREATE IP POOL=addr IP=192.168.10.211-192.168.10.220 ↵

3. PPPテンプレートを作成します。使用するプール名もここで指定します。

CREATE PPP TEMPLATE=0 BAP=OFF AUTH=CHAP IPPOOL=addr ↵

4. 着信専用の ISDNコールを作成します。

ADD ISDN CALL=dialin NUMBER=0 PRECEDENCE=IN INANY=ON USER=PPP

PPPTEMPLATE=0 ↵

5. IPの設定をします。

ENABLE IP ↵
ADD IP INT=vlan1 IP=192.168.10.1 ↵

リモート側

1. ISDNコールを作成して接続先に関する情報を定義します。

ADD ISDN CALL=remote NUMBER=0312341111 INTREQ=bri0 PRECEDENCE=OUT ↵

2. PPPインターフェースを作成し、ダイヤルオンデマンドを有効にします。

CREATE PPP=0 OVER=ISDN-remote IDLE=ON BAP=OFF IPREQUEST=ON ↵

3. PPPユーザー名とパスワードを設定します。

SET PPP=0 USERNAME=UserA PASSWORD=PasswordA ↵
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4. IPの設定をします。

ENABLE IP ↵
ENABLE IP REMOTEASSIGN ↵
ADD IP INT=vlan1 IP=192.168.20.1 ↵
ADD IP INT=ppp0 IP=0.0.0.0 ↵
ADD IP ROUTE=0.0.0.0 INT=ppp0 NEXTHOP=0.0.0.0 ↵

5. ENATの設定をします。これは LAN側ネットワークのホストがリモートネットワークにアクセスで

きるようにするためです。

ENABLE IP NAT ↵
ADD IP NAT IP=192.168.20.0 MASK=255.255.255.0 GBLINT=ppp0 ↵

設定は以上です。

PPPの状態確認

■ PPPの状態は SHOW PPPコマンド（74ページ）で確認できます。

SHOW PPP ↵
SHOW PPP=0 ↵

状態 内容

INITIAL 初期状態。OPENイベント未発生で物理層もDOWN状態

STARTING OPENイベントが発生したが物理層はまだDOWN状態

CLOSED 物理層はUPしているがOPENイベントは未発生

STOPPED 物理層はUPしているがDOWNまたは TIMEOUTイベントが発生

CLOSING リンクはUPしているが CLOSEイベントが発生しリンクを閉じようとしている状態

STOPPING リンクはOPENしているがリモート側がリンクを閉じようとしている状態

REQ SENT Configure-Requestを送信し、応答を待っている状態

ACK RCVD Configure-Requestを送信し、Ackを受信した状態

ACK SENT Configure-Requestを受信し、Ackを送信した状態

OPENED Ackを送受信し、リンクが確立した状態

表 5: CP（Control Protocol）の状態一覧

■ PPP インターフェースの設定とネゴシエーションによって決定されたパラメーターは SHOW PPP

CONFIGコマンド（75ページ）で確認します。
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SHOW PPP CONFIG ↵
SHOW PPP=0 CONFIG ↵

■ PPPインターフェースの統計カウンターは SHOW PPP COUNTERコマンド（81ページ）で確認でき

ます。

SHOW PPP COUNTER ↵
SHOW PPP=0 COUNTER ↵
SHOW PPP=0 COUNTER=LCP ↵

PPPリンクの圧縮

本製品は、PPPリンクの圧縮方式として、STAC LZSと Predictorをサポートしています。圧縮方式等のネ

ゴシエーションは、PPPのリンク確立時に RFC1962と RFC1978で規定されている CCP（Compression

Control Protocol）によって行われます。

リンク圧縮はソフトウェアで実現されるため特別なハードウェアは必要ありません。

■ STAC LZSを使うには、次のようにします。

1. SET ENCO SWコマンド（「暗号・圧縮」の 37ページ）でソフトウェア圧縮チャンネルを確保しま

す。接続先の数に応じて、チャンネル数を指定してください。1拠点なら 1チャンネルです。

SET ENCO SW STACCHANNELS=1 ↵

2. 圧縮チャンネルの設定を有効にするため、いったん設定を保存してからルーターを再起動します。

CREATE CONFIG=linkcomp.cfg ↵
SET CONFIG=linkcomp.cfg ↵
RESTART ROUTER ↵

3. PPPインターフェースの設定で、圧縮を有効にし、アルゴリズムとして STACLZSを指定します。

SET PPP=0 COMPRESSION=ON COMPALGORITHM=STACLZS ↵

■ Predictorを使うには、次のようにします。

1. SET ENCO SWコマンド（「暗号・圧縮」の 37ページ）でソフトウェア圧縮チャンネルを確保しま

す。接続先の数に応じて、チャンネル数を指定してください。1拠点なら 1チャンネルです。

SET ENCO SW PREDCHANNELS=1 ↵

2. 圧縮チャンネルの設定を有効にするため、いったん設定を保存してからルーターを再起動します。
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CREATE CONFIG=linkcomp.cfg ↵
SET CONFIG=linkcomp.cfg ↵
RESTART ROUTER ↵

3. PPPインターフェースの設定で、圧縮を有効にし、アルゴリズムとして Predictorを指定します。

SET PPP=0 COMPRESSION=ON COMPALGORITHM=PREDICTOR ↵

PPPリンクの暗号化

本製品は、DESによる PPPリンクの暗号化をサポートしています。

リンク暗号化のためのネゴシエーションは、RFC1968で規定されているECP（Encryption Control Protocol）

を利用して行われます。ECPのネゴシエーションに失敗した場合は、リンクが切断されます。なお、PPPリ

ンクの暗号化に使う鍵は、ECPの枠組みの中で本製品の独自方式を使って管理します。リンク暗号化用の鍵

管理は、STARモジュールによって行います。STARモジュールの詳細については、「暗号・圧縮」の章をご

覧ください。

ここでは、次のような構成のネットワークを例に、PPPリンク暗号化の設定手順を示します。ルーターAと

Bは専用線で接続されているものと仮定します。

ppp0

vlan1

vlan1

ppp0

ルーターA
（マスター）�

ルーターB
（スレーブ）�

専用線�

ルーターA（マスタールーター）の設定

1. 専用線と PPPの設定を行います。
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概要・基本設定

SET BRI=0 MODE=TDM ACTIVATION=ALWAYS TDMSLOTS=1-2 ↵
CREATE TDM GROUP=remote INT=bri0 SLOTS=1-2 ↵
CREATE PPP=0 OVER=TDM-remote ↵
ENABLE IP ↵
ADD IP INT=vlan1 IP=192.168.10.1 MASK=255.255.255.0 ↵
ADD IP INT=ppp0 IP=0.0.0.0 ↵
ADD IP ROUTE=192.168.20.0 MASK=255.255.255.0 INT=ppp0 NEXT=0.0.0.0 ↵

2. STARモジュールの有効範囲を示す STARエンティティー「0」を作成します。ルーターAは鍵を配

布する側なので、MODEパラメーターにはMASTERを指定します。ENCALGORITHMには暗号

アルゴリズムを指定します（現在サポートしているのはDESのみ）。

CREATE STAR=0 MODE=MASTER ENCALGORITHM=DES ↵

3. PPPインターフェースでリンク暗号化を有効にします。STARENTITYパラメーターで STARエン

ティティー番号を指定してください。

SET PPP=0 ENCRYPTION=ON STARENTITY=0 ↵

4. ネットワークキーを生成します。これは、マスターキーテーブルの配布時に使用する共通秘密鍵です。

マスタールーター上でランダムに生成した後、他のルーターに手動で入力します。

SET STAR=0 NETKEY RANDOM ↵

5. 作成したネットワークキーの値を表示させます。ルーター B（スレーブルーター）にも同じ値を設定

するので、安全に気を付けつつメモしておいてください。

SHOW STAR=0 NETKEY ↵

Manager > show star=0 netkey

fbj5m5ap7wasgd

6. マスターキーテーブルを作成します。これは、実際の通信の暗号化に使うセッションキーを暗号化す

るための鍵を複数まとめたものです。マスタールーター上で生成し、PPPリンク経由でスレーブルー

ターに転送します。

SET STAR=0 MKT RANDOM ↵

マスターキーテーブルは、管理者が手動で時々作成しなおしてください。鍵を再作成したときは、手

順 7～10を繰り返してください。

7. スレーブルーターにネットワークキーを入力したら、マスターキーテーブルを転送します。マスター

キーテーブルの転送は、マスタールーター側だけで行う作業です。最初に PPPリンクをいったんリ

セットします。これにより、セッションキーの再交換が行われ、結果としてスレーブルーターがマス

ターキーテーブルの転送を要求してきます。
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概要・基本設定

RESET PPP=0 ↵

8. 次のコマンドを実行して、スレーブルーターからのマスターキーテーブル転送要求を確認します。

SHOW STAR MKTTRANSFER LOG ↵

Manager > show star mkttransfer log

Star Master Key Table transfer request log:

Serial Number StarID User UserID State Time Date Requests

---------------------------------------------------------------------------

---

41849368 0 PPP 0 RECEIVED 16:22:27 08-Nov-

2001 8

---------------------------------------------------------------------------

---

9. 要求を確認したら、次のコマンドを実行してマスターキーテーブルを実際に転送します。MKT-

TRANSFERパラメーターには、スレーブルーターのシリアル番号を指定します。

ENABLE STAR MKTTRANSFER=41849368 ↵

10. 転送の進行状況は SHOW STAR MKTTRANSFER LOGコマンド（「暗号・圧縮」の 54ページ）で

確認できます。State欄が SENDINGなら転送中、COMPLETEDなら転送完了です。

Manager > show star mkttransfer log

Star Master Key Table transfer request log:

Serial Number StarID User UserID State Time Date Requests

---------------------------------------------------------------------------

---

41849368 0 PPP 0 SENDING 16:22:27 08-Nov-

2001 48

---------------------------------------------------------------------------

---

Manager > show star mkttransfer log

Star Master Key Table transfer request log:

Serial Number StarID User UserID State Time Date Requests

---------------------------------------------------------------------------

---

41849368 0 PPP 0 COMPLETED 16:22:27 08-Nov-

2001 48

---------------------------------------------------------------------------

---

11. 設定は以上です。SHOW PPPコマンド（74ページ）でリンクの状態を確認してみましょう。LCP、

ECP、NCP（ここでは IPCP）がすべてOPENEDになっているはずです。

Manager > show ppp=0
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概要・基本設定

Name Enabled ifIndex Over CP State

-------------------------------------------------------------------------

----

ppp0 YES 04 IPCP OPENED

ECP OPENED

acc-remote LCP OPENED

-------------------------------------------------------------------------

----

マスターキーテーブルを作成しなおした場合は、手順 7～10を再度繰り返してください。

ルーター B（スレーブルーター）の設定

1. 専用線と PPPの設定を行います。

SET BRI=0 MODE=TDM ACTIVATION=ALWAYS TDMSLOTS=1-2 ↵
CREATE TDM GROUP=remote INT=bri0 SLOTS=1-2 ↵
CREATE PPP=0 OVER=TDM-remote ↵
ENABLE IP ↵
ADD IP INT=vlan1 IP=192.168.20.1 MASK=255.255.255.0 ↵
ADD IP INT=ppp0 IP=0.0.0.0 ↵
ADD IP ROUTE=192.168.10.0 MASK=255.255.255.0 INT=ppp0 NEXT=0.0.0.0 ↵

2. STAR モジュールの有効範囲を示す star エンティティー「0」を作成します。ルーター B はマス

タールーターから鍵の配布を受ける側なので、MODE パラメーターには SLAVE を指定します。

ENCALGORITHMには暗号アルゴリズムを指定します（現在サポートしているのはDESのみ）。

CREATE STAR=0 MODE=SLAVE ENCALGORITHM=DES ↵

3. PPPインターフェースでリンク暗号化を有効にします。STARENTITYパラメーターで STARエン

ティティー番号を指定してください。

SET PPP=0 ENCRYPTION=ON STARENTITY=0 ↵

4. マスタールーター上で生成したネットワークキーを入力します。

SET STAR=0 NETKEY VALUE=fbj5m5ap7wasgd ↵
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ACTIVATE PPP

ACTIVATE PPP

カテゴリー：PPP / PPPテンプレート

ACTIVATE PPP=ppp-interface RXPKT=hexstring

ppp-interface: PPPインターフェース番号（0～511）
hexstring : 16進数文字列

解説

PPPインターフェースに PPPパケット（物理インターフェースからのパケットと同種のパケット）を生成・

送信する。デバッグ用。

パラメーター

PPP PPPインターフェース番号

RXPKT 生成・送信する PPPパケット。

備考・注意事項

本コマンドはデバッグ用途にのみ使用する。

関連コマンド

DISABLE PPP DEBUG（53ページ）

DISABLE PPP TEMPLATE DEBUG（54ページ）

ENABLE PPP DEBUG（57ページ）

ENABLE PPP TEMPLATE DEBUG（59ページ）

SHOW PPP DEBUG（90ページ）

SHOW PPP TEMPLATE（100ページ）
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ADD PPP

ADD PPP

カテゴリー：PPP / PPPインターフェース

ADD PPP=ppp-interface OVER=physical-interface [AUTHENTICATION={CHAP|
EITHER|PAP|NONE}] [AUTHMODE={IN|OUT|INOUT}] [CBDELAY=1..100]

[CBMODE={ACCEPT|OFF|REQUEST}] [CBNUMBER=e164number]

[CBOPERATION={E164NUMBER|USERAUTH}] [COMPALGORITHM={PREDICTOR|STACLZS}]
[COMPRESSION={LINK|OFF}] [CONFIGURE={count|CONTINUOUS}] [LQR={ON|OFF|
seconds}] [MAGIC={ON|OFF}] [NUMBER=count] [PREDCHECK={CRC16|CRCCCITT}]
[RECHALLENGE={ON|OFF|360..3600}] [RESTART=seconds] [STACCHECK={LCB|
SEQUENCE}] [TERMINATE={count|CONTINUOUS}] [TYPE={DEMAND|PRIMARY|
SECONDARY}]

ppp-interface: PPPインターフェース番号（0～511）
physical-interface: 物理インターフェース名
e164number : E.164電話番号
seconds: 時間（秒）
count:個数、回数

解説

PPPインターフェースに物理リンクを追加する（マルチリンク PPP）。

パラメーター

PPP PPPインターフェース番号

OVER 物理インターフェース名。ISDN-callname（ISDN コール）、TNL-callname（L2TP コール）、

TDM-groupname（TDMグループ）、ETH-servicename（Ethernetインターフェース）、VLAN-

servicename（VLANインターフェース）のいずれかを指定する。servicenameには PPPoEサービ

ス名を 64文字以内で指定する。”（ダブルクォーテーション）は使用できない。大文字小文字を区別

する。どのサービスでもよいときは、servicenameに ANYを指定する。VLANインターフェース

を指定する場合、タグ VLANとの併用も可能。

AUTHENTICATION 相手を認証するためのプロトコル。CHAP（Challenge Handshake Authentica-

tion Protocol）、PAP（Password Authentication Protocol）、EITHER（CHAPか PAPのどちらか

を使用するようネゴシエート。CHAPを優先する）、NONE（認証なし）から選択する。デフォルト

はNONE。相手を認証するときはNONE以外を指定すること。

AUTHMODE 物理インターフェースが ISDNコールのとき、発信呼、着信呼のどちらに対して認証を要

求するかを指定する。AUTHENTICATIONパラメーターにNONE以外を指定したときだけ有効。

INは着信呼、OUTは発信呼に対してのみ認証を行うことを示す。INOUTなら発着どちらの場合で

も認証を行う。デフォルトは INOUT。

CBDELAY PPPコールバック時の待機時間。コールバック要求を受けて回線を切断してから、コールバッ

クするまでの待ち時間を 0.1秒単位で指定する。範囲は 1（0.1秒）～100（10秒）。デフォルトは 1
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（0.1秒）。物理レイヤーが ISDNコールで、CBMODE=ACCEPT（コールバック要求を受け入れる）

の場合にのみ有効。

CBMODE PPPコールバックを行うかどうか、行う場合はコールバックを要求する側か、受け入れる側かを

指定する。REQUESTは、LCPネゴシエーション時にコールバック要求を出すことを示す。ACCEPT

は、コールバック要求を受け入れるときに指定する。この場合、認証方式（AUTHENTICATION）

として CHAPか PAPが設定されていなくてはならない。OFFは、コールバック要求も要求受け入

れもしないことを意味する。デフォルトはOFF。

CBNUMBER コールバック番号。コールバック要求時に相手に伝える自分の電話番号。CBOPERATION

に E164NUMBERを指定した場合に有効。

CBOPERATION コールバック番号の決定方法。要求側が相手に対して指定する。E164NUMBERは、

CBNUMBERパラメーターで指定した番号（この番号は要求時に相手に送られる）を使うよう指示す

る。USERAUTHは、相手側のユーザー認証データベースに登録されているユーザーのコールバック

用電話番号（CBNUMBER）を使うよう指示するもの。デフォルトはUSERAUTH。

COMPALGORITHM 圧縮方式。PREDICTOR（RFC 1978）または STACLZS（RFC 1974）から選択

する。デフォルトは STACLZS。

COMPRESSION 圧縮を行うかどうか。ON（行う）、OFF（行わない）、LINK（OVERパラメーターで

指定した物理リンクのみ圧縮を行う）から選択する。マルチリンク PPP使用時にONを指定すると、

すべてのリンクで圧縮が行われる。特定のリンクでのみ圧縮を行うには、本パラメーターで LINKを

指定し、OVERパラメーターで圧縮対象の物理リンクを指定する。デフォルトはOFF。

CONFIGURE Configure-Requestパケットの送信リトライ回数。指定回数リトライしても結果が得られ

ない場合は、物理インターフェースをリセットして再試行（LCPの場合）、あるいは試行終了（その

他の場合）する。デフォルトは CONTINUOUS（無限）。

LQR リンク状態の監視に LQR（Link Quality Report）パケットを使用するかどうか。ON、OFFまたは

送信間隔（秒）を指定する。ECHOパラメーターと同時に ONにすることはできない。ONを指定

したときの送信間隔は 60秒。デフォルトはON。

MAGIC マジックナンバーを使用するかどうか。マジックナンバーはループバックの検出に用いられる。

ループバックが検出された場合、インターフェースはOPENED状態にならない。デフォルトはON。

NUMBER 追加する ISDN Bチャンネルの本数。OVERパラメーターに ISDNコールを指定した場合の

み有効。デフォルトは 1。

PREDCHECK Predictor圧縮におけるCRC（Cyclic Redundancy Check）の種類。RFC 1978で規定さ

れている CRC-16と、ルーターベンダーが採用している CRC-CCITT（RFC 1662）がある。このパ

ラメーターはコントロールプロトコルによるネゴシエーションが行われないため、両側とも同じに設

定する必要がある。デフォルトは CRC-16。

RECHALLENGE CHAPの再認証を行うかどうか。ONを指定した場合は、5分（300秒）から 15分

（900秒）の間のランダムな間隔で再認証を行う。秒数を指定した場合は、最低 5分（300秒）から指

定した秒数までの間のランダムな間隔で再認証を行う。OFFを指定した場合は、再認証を行わない。

Windows 95クライアントなどとの接続が切断されてしまうような場合は、再認証をOFFにすると

よい。デフォルトはON。

RESTART Configure-NAKおよび Terminate-Requestの再送間隔（秒）。デフォルトは 3秒。

STACCHECK STAC LZS圧縮におけるエラー検出方式を指定する。具体的には、Check Valueフィール

ドに格納する値の種類。SEQUENCEを指定した場合は、シーケンス番号によって欠落パケットを検

出する。LCBを指定した場合は、LCB（Longitudinal Check Byte）によってエラーを検出する。
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TERMINATE Terminate-Requestの再送回数。デフォルトは 2回。

TYPE リンクの種類。PRIMARY（プライマリーリンク）、DEMAND（デマンドリンク）、SECONDARY

（セカンダリーリンク）の 3種類がある。省略時は PRIMARY。プライマリーリンクは通常使用さ

れるリンクであり、同一 PPPインターフェース上に複数のプライマリーリンクを設定することによ

り、これら複数のリンクを束ねて一本のリンクのように使用することができる（Link Aggregation

機能）。プライマリーリンクには、専用線、ISDN回線を使用できる。また、Link Aggregation使用

時は、異なる回線種別のリンクを組み合せることができる。デマンドリンクは、プライマリーリンク

の回線負荷率が一定値を上回ったときに起動されるリンク。同一 PPPインターフェース上に複数のデ

マンドリンクを設定することも可能で、その場合は高負荷時に 1本ずつリンクが追加されていく。デ

マンドリンクには ISDN回線を使用する。プライマリーリンクと回線種別が異なっていてもかまわな

い。デマンドリンクを設定すると、自動的に BACP/BAPが付加され、SET PPPコマンドでデマン

ドリンクの起動条件（UPRATE/UPTIME）や切断条件（DOWNRATE/DOWNTIME）を調整でき

る。セカンダリーリンクは、プライマリーリンク（専用線）の障害発生時に起動されるバックアップ

用リンク。同一 PPPインターフェース上に複数のセカンダリーリンクを設定することも可能で、そ

の場合はプライマリーリンクがダウンすると、設定したセカンダリーリンクがすべて同時に起動され

る。プライマリーリンクの障害検出は、LQR（Link Quality Report）パケットによって行われるた

め、セカンダリーリンクを使用する場合は、必ずプライマリーリンクの LQRをONにすること（デ

フォルトはON）。また、CREATE PPPコマンド/SET PPPコマンドの CONFIGUREパラメーター

の値を、デフォルトのCONTINUOUS（無限）から有限な値に変更しておく。プライマリーリンクで

LQRパケットのタイムアウトが発生すると、本製品はプライマリーリンクをリセットした後、LCP

Configure-Requestパケットを送信して再度リンクの確立を試みる。このとき、CREATE PPPコマ

ンド/SET PPPコマンドの CONFIGUREパラメーターで設定した回数だけリトライしてもリンク確

立に失敗する場合は、セカンダリーリンクが起動される。

関連コマンド

CREATE PPP（37ページ）

DELETE PPP（47ページ）

SET PPP（63ページ）

SHOW PPP（74ページ）
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ADD PPP ACSERVICE

カテゴリー：PPP / PPPoE AC

ADD PPP ACSERVICE=service-name TEMPLATE=template ACINTERFACE=interface

service-name: PPPoEサービス名（最大 64文字）
template: PPPテンプレート番号（0～31）
interface: IPインターフェース名（eth0、ppp0など）

解説

PPPoEサービスを作成する。

これは、本ルーターを PPPoEサーバー（Access Concentrator）として利用するためのもの。

パラメーター

ACSERVICE サービス名。クライアント側でこの名前を指定して接続する。

TEMPLATE PPPテンプレート番号。クライアントが接続してきたときに動的に作成する PPPインター

フェースのパラメーターをあらかじめ設定したもの。CREATE PPP TEMPLATEコマンドで作成

する。

ACINTERFACE AC（Access Concentrator）として動作するインターフェースを指定。

例

■PPPoEサービスの設定例

ADD USER=usera PASSWORD=passworda LOGIN=NO

CREATE PPP TEMPLATE=1 BAP=OFF LQR=OFF AUTH=CHAP IPPOOL=addr

ENABLE PPP ACCESSCONCENTRATOR

ADD PPP ACSERVICE=joge TEMPLATE=1 ACINTERFACE=vlan1

ENABLE IP

CREATE IP POOL=addr IP=172.16.28.211-172.16.28.220

■PPPoEクライアント側の設定例
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CREATE PPP=0 OVER=eth0-joge IPREQUEST=ON

SET PPP=0 USERNAME=usera PASSWORD=passworda

ENABLE IP

ENABLE IP REMOTEASSIGN

ADD IP INT=ppp0 IP=0.0.0.0

ADD IP ROUTE=0.0.0.0 MASK=0.0.0.0 INT=ppp0 NEXT=0.0.0.0

関連コマンド

CREATE PPP TEMPLATE（43ページ）

DELETE PPP ACSERVICE（48ページ）

DISABLE PPP ACCESSCONCENTRATOR（52ページ）

ENABLE PPP ACCESSCONCENTRATOR（56ページ）

SET PPP ACSERVICE（68ページ）

SHOW PPP PPPOE（98ページ）

SHOW PPP TEMPLATE（100ページ）
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CREATE PPP

カテゴリー：PPP / PPPインターフェース

CREATE PPP=ppp-interface OVER=physical-interface [AUTHENTICATION={CHAP|
EITHER|PAP|NONE}] [AUTHMODE={IN|OUT|INOUT}] [BAP={ON|OFF}]
[BAPMODE={CALL|CALLBACK}] [CBDELAY=1..100] [CBMODE={ACCEPT|OFF|REQUEST}]
[CBNUMBER=e164number] [CBOPERATION={E164NUMBER|USERAUTH}]
[COMPALGORITHM={PREDICTOR|STACLZS}] [COMPRESSION={ON|OFF|LINK}]
[CONFIGURE={count|CONTINUOUS}] [DEBUGMAXBYTES=16..256]

[DESCRIPTION=string] [DOWNRATE=0..100] [DOWNTIME=seconds] [ECHO={ON|OFF|
seconds}] [ENCRYPTION={ON|OFF}] [FRAGMENT={ON|OFF}]
[FRAGOVERHEAD=0..100] [IDLE={ON|OFF|seconds}] [INDATALIMIT={NONE|
1..65535}] [IPPOOL={pool-name|NONE}] [IPREQUEST={ON|OFF}] [LQR={ON|OFF|
seconds}] [MAGIC={ON|OFF}] [MRU={ON|OFF|256..1492|256..1500}]
[MSSHEADER=40..200] [NULLFRAGTIMER=seconds] [NUMBER=count]

[ONLINELIMIT={NONE|1..65535}] [OUTDATALIMIT={NONE|1..65535}]
[PADRRETRY={0|15}] [PASSWORD=password] [PREDCHECK={CRC16|CRCCCITT}]
[RECHALLENGE={ON|OFF|360..3600}] [RESTART=seconds] [STACCHECK={LCB|
SEQUENCE}] [STARENTITY=1..255] [TERMINATE={count|CONTINUOUS}]
[TOTALDATALIMIT={NONE|1..65535}] [TYPE={DEMAND|PRIMARY|SECONDARY}]
[UPRATE=0..100] [UPTIME=seconds] [USERNAME=username]

ppp-interface: PPPインターフェース番号（0～511）
physical-interface: 物理インターフェース名
e164number : E.164電話番号
string:文字列（1～70文字）
seconds: 時間（秒）
pool-name: IPプール名（1～15文字）
count:個数、回数
username: ユーザー名（1～64文字。大文字小文字を区別する。空白を使用する場合、全体をダブルクォーテーション (”)で
囲む。入力可能文字：!#$%&’()*+,-./0123456789:;<=>@ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[\]ˆ ‘abcdefghijklmnopqrstuvwxyz{|}
password: パスワード（1～64文字。大文字小文字を区別する。空白を使用する場合、全体をダブルクォーテーション (”)で
囲む。入力可能文字：!#$%&’()*+,-./0123456789:;<=>@ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[\]ˆ ‘abcdefghijklmnopqrstuvwxyz{|}

解説

PPPインターフェースを作成する。

パラメーター

PPP PPPインターフェース番号

OVER 物理インターフェース名。ISDN-callname（ISDN コール）、TNL-callname（L2TP コール）、

TDM-groupname（TDMグループ）、ETH-servicename（Ethernetインターフェース）、VLAN-
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servicename（VLANインターフェース）のいずれかを指定する。servicenameには PPPoEサービ

ス名を 64文字以内で指定する。”（ダブルクォーテーション）は使用できない。大文字小文字を区別

する。どのサービスでもよいときは、servicenameに ANYを指定する。VLANインターフェース

を指定する場合、タグ VLANとの併用も可能。

AUTHENTICATION 相手を認証するためのプロトコル。CHAP（Challenge Handshake Authentica-

tion Protocol）、PAP（Password Authentication Protocol）、EITHER（CHAPか PAPのどちらか

を使用するようネゴシエート。CHAPを優先する）、NONE（認証なし）から選択する。デフォルト

はNONE。相手を認証するときはNONE以外を指定すること。

AUTHMODE 物理インターフェースが ISDNコールのとき、発信呼、着信呼のどちらに対して認証を要

求するかを指定する。AUTHENTICATIONパラメーターにNONE以外を指定したときだけ有効。

INは着信呼、OUTは発信呼に対してのみ認証を行うことを示す。INOUTなら発着どちらの場合で

も認証を行う。デフォルトは INOUT。

BAP マルチリンクPPP（MP）使用時に動的な帯域制御（リンクの増減）を行う BAP（Bandwidth Allocation

Protocol）を使用するかどうかを指定する。デフォルトはON。

BAPMODE 帯域（リンク）追加の要求があったときに、どちら側が発呼するかを指定する。CALLは要求

側が、CALLBACKは要求を受けた側が発呼する。CALLBACKを指定した場合は、呼（ISDNコー

ル、ACCコール、L2TPコール）の設定でコールバック番号を指定しておく必要がある。デフォルト

は CALL。

CBDELAY PPPコールバック時の待機時間。コールバック要求を受けて回線を切断してから、コールバッ

クするまでの待ち時間を 0.1秒単位で指定する。範囲は 1（0.1秒）～100（10秒）。デフォルトは 1

（0.1秒）。物理レイヤーが ISDNコールで、CBMODE=ACCEPT（コールバック要求を受け入れる）

の場合にのみ有効。

CBMODE PPPコールバックを行うかどうか、行う場合はコールバックを要求する側か、受け入れる側かを

指定する。REQUESTは、LCPネゴシエーション時にコールバック要求を出すことを示す。ACCEPT

は、コールバック要求を受け入れるときに指定する。この場合、認証方式（AUTHENTICATION）

として CHAPか PAPが設定されていなくてはならない。OFFは、コールバック要求も要求受け入

れもしないことを意味する。デフォルトはOFF。

CBNUMBER コールバック番号。コールバック要求時に相手に伝える自分の電話番号。CBOPERATION

に E164NUMBERを指定した場合に有効。

CBOPERATION コールバック番号の決定方法。要求側が相手に対して指定する。E164NUMBERは、

CBNUMBERパラメーターで指定した番号（この番号は要求時に相手に送られる）を使うよう指示す

る。USERAUTHは、相手側のユーザー認証データベースに登録されているユーザーのコールバック

用電話番号（CBNUMBER）を使うよう指示するもの。デフォルトはUSERAUTH。

COMPALGORITHM 圧縮方式。PREDICTOR（RFC 1978）または STACLZS（RFC 1974）から選択

する。デフォルトは STACLZS。

COMPRESSION 圧縮を行うかどうか。ON（行う）、OFF（行わない）、LINK（OVERパラメーターで

指定した物理リンクのみ圧縮を行う）から選択する。マルチリンク PPP使用時にONを指定すると、

すべてのリンクで圧縮が行われる。特定のリンクでのみ圧縮を行うには、本パラメーターで LINKを

指定し、OVERパラメーターで圧縮対象の物理リンクを指定する。デフォルトはOFF。

CONFIGURE Configure-Requestパケットの送信リトライ回数。指定回数リトライしても結果が得られ

ない場合は、物理インターフェースをリセットして再試行（LCPの場合）、あるいは試行終了（その

他の場合）する。デフォルトは CONTINUOUS（無限）。
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DEBUGMAXBYTES PPPデバッグ機能のパケット表示オプション「PKT」有効時の表示データ最大長。

デフォルトは 32バイト。

DESCRIPTION 任意の文字列。メモとして使う

DOWNRATE デマンドリンク（TYPE=DEMAND）の切断条件となる回線負荷率（デフォルトは 20%）。

負荷率がDOWNRATEを下回るとデマンドリンクは切断準備状態に入り、負荷率 < DOWNRATE

の状態がDOWNTIMEに指定された時間続いた時点で、デマンドリンクが実際に切断される。

DOWNTIME 回線負荷率がDOWNRATEを下回ってから、実際にデマンドリンク（TYPE=DEMAND）

が切断されるまでの監視時間（デフォルトは 60秒）。監視時間中に負荷率がDOWNRATEを超えな

ければ、DOWNTIME経過後にデマンドリンクが切断される。

ECHO リンク状態の監視に LCP Echoパケットを使用するかどうか。ON、OFFまたは送信間隔（秒）を

指定する。ONを指定したときの送信間隔は 10秒。ECHOと LQRを同時に使用することはできな

い。LCP Echo Requestパケットは、デフォルト 10秒間隔で送信される。3回連続で Echo Replyが

戻ってこなかった場合、リンクがダウンしたと判断する。

ENCRYPTION 暗号化を行うかどうか。デフォルトはOFF。ONのときは、STARENTITYパラメーター

も指定する必要がある。

FRAGMENT マルチリンク使用時にパケットを分割するかどうか。暗号化や圧縮を行うときは、OFFで

なくてはならない。デフォルトはOFF。

FRAGOVERHEAD FRAGMENT=ON時に、パケット分割方式を可変長から固定長に変更するための

しきい値。分割によるオーバーヘッドをパーセントで指定する。デフォルトは 5（%）。可変長分割時

にオーバーヘッドがこの値を超えると、固定長分割方式に移行する。可変長分割は、各リンクの帯域

幅に応じてパケットの分割サイズを変える方式。固定長分割はパケットを等分する方式。

IDLE ダイヤルオンデマンドを使用するかどうか、および、自動切断までの時間（秒）を指定する。ONま

たは秒数を指定した場合は、必要に応じて自動的に接続し、無通信状態が指定秒数（ONを指定した場

合は 60秒）経過したら切断する。また、上位層（IPなど）からは、下位層（ISDNコールなど）の状

態にかかわらずつねにリンクアップしているように見える。OFFはダイヤルオンデマンドを使用しな

いことを意味する。なお、IDLE=OFFの PPPoEインターフェースは、リンクダウンしても自動的に

再接続を試みる（PPPoEセッションキープアライブ機能）。秒数指定の有効範囲は 0～4294967295。

ただし、0と 4294967295はOFFと同じ意味になる。デフォルトはOFF。

INDATALIMIT 受信データ量の制限値（MB）。受信データの累積値が制限を超えると、RESET PPPコ

マンドでカウンターをクリアするまで通信ができなくなる。NONEは無制限を示す。デフォルトは

NONE。

IPPOOL リモート側に IPアドレスを割り当てるときに使用する IPプールを指定する。NONEは IPプー

ルを使用しない。デフォルトはNONE。

IPREQUEST IPCPのネゴシエーションにおいて、リモート側に IPアドレスの割り当てを要求するかど

うか。デフォルトはOFF（割り当てを要求しない）。

LQR リンク状態の監視に LQR（Link Quality Report）パケットを使用するかどうか。ON、OFFまたは

送信間隔（秒）を指定する。ECHOパラメーターと同時に ONにすることはできない。ONを指定

したときの送信間隔は 60秒。デフォルトはON。

MAGIC マジックナンバーを使用するかどうか。マジックナンバーはループバックの検出に用いられる。

ループバックが検出された場合、インターフェースはOPENED状態にならない。デフォルトはON。

MRU LCP Configure-RequestパケットにMRUオプションを含めるかどうかを指定する。ONを指定す

るとデフォルトのMRU値が使用される。また、数値を指定した場合は、指定値がMRU値として使
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用される。デフォルトはON。デフォルト値は、インターフェースが PPPの場合は 1500、PPPoEの

場合は 1492。設定可能範囲は、PPPの場合は 256～1500、PPPoEの場合は 256～1492。

MSSHEADER MSSクランプ（書き換え）機能の設定パラメーター。本製品は、PPPoEインターフェー

スを通過する TCPの Synおよび Syn+Ackパケットを監視し、TCPヘッダー内のMSS（Maximum

Segment Size）オプションの値が「インターフェースMTU - MSSHEADER」よりも大きい場合は、

MSSオプションの値を「インターフェースMTU - MSSHEADER」に書き換える。デフォルトは

120。本パラメーターは PPPoEインターフェースに対してのみ有効。

NULLFRAGTIMER マルチリンクを構成するリンクが NULLフラグメントを送信する前に待つ時間

（秒）。NULLフラグメントは、シーケンス番号を最新に保つためのもの。デフォルトは 3秒。

NUMBER ISDNの Bチャンネルを何本使用するか。OVERパラメーターに ISDNコールを指定した場

合のみ有効。デフォルトは 1。

ONLINELIMIT 通信時間の制限値（時間）。uptimeが制限を超えると、RESET PPPコマンドでカウン

ターをクリアするまで通信ができなくなる。NONEは無制限を示す。デフォルトはNONE。

OUTDATALIMIT 送信データ量の制限値（MB）。送信データの累積値が制限を超えると、RESET PPP

コマンドでカウンターをクリアするまで通信ができなくなる。NONEは無制限を示す。デフォルト

はNONE。

PADRRETRY PPPoEディスカバリーステージにおける PADRの累計送信回数。0または 15を指定する。

PPPoEディスカバリーステージでは送信した PADRに対して PPPoE AC (Access Concentrator)か

ら PADSが送信されてこなかった場合、1回のディスカバリーステージにおいて最初の PADRの送信

を含めて 5回送信する。PADRRETRY=0を指定すると送信した PADRに対して網側から PADSが

送信されてこない場合でもディスカバリーステージを繰り返し実施する。PADRRETRY=15を指定す

ると PPPoEディスカバリーステージを 3回実施後に終了する。デフォルトは 15。

PASSWORD PPPパスワード。相手側から認証を受けるためのもの。

PREDCHECK Predictor圧縮におけるCRC（Cyclic Redundancy Check）の種類。RFC 1978で規定さ

れている CRC-16と、ルーターベンダーが採用している CRC-CCITT（RFC 1662）がある。このパ

ラメーターはコントロールプロトコルによるネゴシエーションが行われないため、両側とも同じに設

定する必要がある。デフォルトは CRC-16。

RECHALLENGE CHAPの再認証を行うかどうか。ONを指定した場合は、5分（300秒）から 15分

（900秒）の間のランダムな間隔で再認証を行う。秒数を指定した場合は、最低 5分（300秒）から指

定した秒数までの間のランダムな間隔で再認証を行う。OFFを指定した場合は、再認証を行わない。

Windows 95クライアントなどとの接続が切断されてしまうような場合は、再認証をOFFにすると

よい。デフォルトはON。

RESTART Configure-NAKおよび Terminate-Requestの再送間隔（秒）。デフォルトは 3秒。

STACCHECK STAC LZS圧縮におけるエラー検出方式を指定する。具体的には、Check Valueフィール

ドに格納する値の種類。SEQUENCEを指定した場合は、シーケンス番号によって欠落パケットを検

出する。LCBを指定した場合は、LCB（Longitudinal Check Byte）によってエラーを検出する。

STARENTITY 暗号化チャンネル上で使用する STARエンティティー。ENCRYPTION=ONのときの必

須パラメーター。

TERMINATE Terminate-Requestの再送回数。デフォルトは 2回。

TOTALDATALIMIT 通信データ量の制限値（MB）。送受信データの累積値が制限を超えると、RESET

PPPコマンドでカウンターをクリアするまで通信ができなくなる。NONEは無制限を示す。デフォ

ルトはNONE。
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TYPE リンクの種類。PRIMARY（プライマリーリンク）、DEMAND（デマンドリンク）、SECONDARY

（セカンダリーリンク）の 3種類がある。省略時は PRIMARY。プライマリーリンクは通常使用さ

れるリンクであり、同一 PPPインターフェース上に複数のプライマリーリンクを設定することによ

り、これら複数のリンクを束ねて一本のリンクのように使用することができる（Link Aggregation

機能）。プライマリーリンクには、専用線、ISDN回線を使用できる。また、Link Aggregation使用

時は、異なる回線種別のリンクを組み合せることができる。デマンドリンクは、プライマリーリンク

の回線負荷率が一定値を上回ったときに起動されるリンク。同一 PPPインターフェース上に複数のデ

マンドリンクを設定することも可能で、その場合は高負荷時に 1本ずつリンクが追加されていく。デ

マンドリンクには ISDN回線を使用する。プライマリーリンクと回線種別が異なっていてもかまわな

い。デマンドリンクを設定すると、自動的に BACP/BAPが付加され、SET PPPコマンドでデマン

ドリンクの起動条件（UPRATE/UPTIME）や切断条件（DOWNRATE/DOWNTIME）を調整でき

る。セカンダリーリンクは、プライマリーリンク（専用線）の障害発生時に起動されるバックアップ

用リンク。同一 PPPインターフェース上に複数のセカンダリーリンクを設定することも可能で、そ

の場合はプライマリーリンクがダウンすると、設定したセカンダリーリンクがすべて同時に起動され

る。プライマリーリンクの障害検出は、LQR（Link Quality Report）パケットによって行われるた

め、セカンダリーリンクを使用する場合は、必ずプライマリーリンクの LQRをONにすること（デ

フォルトはON）。また、CREATE PPPコマンド/SET PPPコマンドの CONFIGUREパラメーター

の値を、デフォルトのCONTINUOUS（無限）から有限な値に変更しておく。プライマリーリンクで

LQRパケットのタイムアウトが発生すると、本製品はプライマリーリンクをリセットした後、LCP

Configure-Requestパケットを送信して再度リンクの確立を試みる。このとき、CREATE PPPコマ

ンド/SET PPPコマンドの CONFIGUREパラメーターで設定した回数だけリトライしてもリンク確

立に失敗する場合は、セカンダリーリンクが起動される。

UPRATE デマンドリンク（TYPE=DEMAND）の起動条件となる回線負荷率（デフォルトは 80%）。負

荷率が UPRATEを超えるとデマンドリンクは起動準備状態に入り、負荷率 ＞ UPRATEの状態が

UPTIMEで指定された時間続いた時点で、デマンドリンクが実際に起動される。

UPTIME 回線負荷率がUPRATEを超えてから、実際にデマンドリンク（TYPE=DEMAND）が起動さ

れるまでの監視時間（デフォルトは 30 秒）。監視時間中に負荷率が UPRATEを下回らなければ、

UPTIME経過後にデマンドリンクが起動される。

USERNAME PPPユーザー名。相手側から認証を受けるためのもの。

関連コマンド

ADD PPP（32ページ）

DELETE PPP（47ページ）

DISABLE PPP（51ページ）

ENABLE PPP（55ページ）

RESET PPP（62ページ）

SET PPP（63ページ）

SHOW INTERFACE（「インターフェース」の 89ページ）

SHOW PPP（74ページ）

SHOW PPP CONFIG（75ページ）

SHOW PPP LIMITS（93ページ）
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SHOW PPP PPPOE（98ページ）
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CREATE PPP TEMPLATE

カテゴリー：PPP / PPPテンプレート

CREATE PPP TEMPLATE=template [COPY=template] [AUTHENTICATION={CHAP|
EITHER|PAP|NONE}] [BAP={ON|OFF}] [BAPMODE={CALL|CALLBACK}]
[CBDELAY=1..100] [CBMODE={ACCEPT|OFF|REQUEST}] [CBNUMBER=e164number]

[CBOPERATION={E164NUMBER|USERAUTH}] [COMPALGORITHM={PREDICTOR|STACLZS}]
[COMPRESSION={ON|OFF|LINK}] [DEBUGMAXBYTES=16..256] [DESCRIPTION=string]

[ECHO={ON|OFF|seconds}] [ENCRYPTION={ON|OFF}] [FRAGMENT={ON|OFF}]
[FRAGOVERHEAD=0..100] [IDLE={ON|OFF|seconds}] [INDATALIMIT={NONE|
1..65535}] [IPPOOL={pool-name|NONE}] [IPREQUEST={ON|OFF}] [LOGIN={ALL|
RADIUS|TACACS|USER}] [LQR={ON|OFF|seconds}] [MAGIC={ON|OFF}]
[MAXLINKS=1..64] [MRU={ON|OFF|256..1656}] [MSSHEADER=40..200]

[MTU=256..1500|256..1492] [MULTILINK={ON|OFF}] [NULLFRAGTIMER=seconds]

[ONLINELIMIT={NONE|1..65535}] [OUTDATALIMIT={NONE|1..65535}]
[PASSWORD=password] [PREDCHECK={CRC16|CRCCCITT}] [RECHALLENGE={ON|OFF|
360..3600}] [RESTART=seconds] [STACCHECK={LCB|SEQUENCE}]
[STARENTITY=1..255] [TOTALDATALIMIT={NONE|1..65535}] [USERNAME=username]

[VJC={OFF|ON}]

template: PPPテンプレート番号（0～31）
e164number : E.164電話番号
string:文字列（1～70文字）
seconds: 時間（秒）
pool-name: IPプール名（1～15文字）
password: パスワード（1～64文字）
username: ユーザー名（1～64文字）

解説

PPPテンプレートを作成する。

これは、ISDN、L2TP経由の着呼時に動的に作成されるダイナミック PPPインターフェースの設定パラメー

ターを指定するもの。

パラメーター

TEMPLATE PPPテンプレート番号

COPY 作成するテンプレートの雛形となる既存 PPPテンプレートの番号を指定する。明示的に指定しな

かったパラメーターの値は、雛形テンプレートの設定値となる。

AUTHENTICATION 相手を認証するためのプロトコル。CHAP（Challenge Handshake Authentica-

tion Protocol）、PAP（Password Authentication Protocol）、EITHER（CHAPか PAPのどちらか

を使用するようネゴシエート。CHAPを優先する）、NONE（認証なし）から選択する。デフォルト
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はNONE。相手を認証するときはNONE以外を指定すること。

BAP マルチリンクPPP（MP）使用時に動的な帯域制御（リンクの増減）を行う BAP（Bandwidth Allocation

Protocol）を使用するかどうかを指定する。デフォルトはON。

BAPMODE 帯域（リンク）追加の要求があったときに、どちら側が発呼するかを指定する。CALLは要求

側が、CALLBACKは要求を受けた側が発呼する。CALLBACKを指定した場合は、呼（ISDNコー

ル、L2TPコール）の設定でコールバック番号を指定しておく必要がある。デフォルトは CALL。

CBDELAY PPPコールバック時の待機時間。コールバック要求を受けて回線を切断してから、コールバッ

クするまでの待ち時間を 0.1秒単位で指定する。範囲は 1（0.1秒）～100（10秒）。デフォルトは 1

（0.1秒）。物理レイヤーが ISDNコールで、CBMODE=ACCEPT（コールバック要求を受け入れる）

の場合にのみ有効。

CBMODE PPPコールバックを行うかどうか、行う場合はコールバックを要求する側か、受け入れる側かを

指定する。REQUESTは、LCPネゴシエーション時にコールバック要求を出すことを示す。ACCEPT

は、コールバック要求を受け入れるときに指定する。この場合、認証方式（AUTHENTICATION）

として CHAPか PAPが設定されていなくてはならない。OFFは、コールバック要求も要求受け入

れもしないことを意味する。デフォルトはOFF。

CBNUMBER コールバック番号。コールバック要求時に相手に伝える自分の電話番号。CBOPERATION

に E164NUMBERを指定した場合に有効。

CBOPERATION コールバック番号の決定方法。要求側が相手に対して指定する。E164NUMBERは、

CBNUMBERパラメーターで指定した番号（この番号は要求時に相手に送られる）を使うよう指示す

る。USERAUTHは、相手側のユーザー認証データベースに登録されているユーザーのコールバック

用電話番号（CBNUMBER）を使うよう指示するもの。デフォルトはUSERAUTH。

COMPALGORITHM 圧縮方式。PREDICTOR（RFC 1978）または STACLZS（RFC 1974）から選択

する。デフォルトは STACLZS。

COMPRESSION 圧縮を行うかどうか。ON（行う）、OFF（行わない）、LINK（OVERパラメーターで

指定した物理リンクのみ圧縮を行う）から選択する。マルチリンク PPP使用時にONを指定すると、

すべてのリンクで圧縮が行われる。特定のリンクでのみ圧縮を行うには、本パラメーターで LINKを

指定し、OVERパラメーターで圧縮対象の物理リンクを指定する。デフォルトはOFF。

DEBUGMAXBYTES PPPデバッグ機能のパケット表示オプション「PKT」有効時の表示データ最大長。

デフォルトは 32バイト。

DESCRIPTION 任意の文字列。メモとして使う

ECHO リンク状態の監視に LCP Echoパケットを使用するかどうか。ON、OFFまたは送信間隔（秒）を

指定する。ONを指定したときの送信間隔は 10秒。ECHOと LQRを同時に使用することはできな

い。LCP Echo Requestパケットは、デフォルト 10秒間隔で送信される。3回連続で Echo Replyが

戻ってこなかった場合、リンクがダウンしたと判断する。

ENCRYPTION 暗号化を行うかどうか。デフォルトはOFF。ONのときは、STARENTITYパラメーター

も指定する必要がある。

FRAGMENT マルチリンク使用時にパケットを分割するかどうか。暗号化や圧縮を行うときは、OFFで

なくてはならない。デフォルトはOFF。

FRAGOVERHEAD FRAGMENT=ON時に、パケット分割方式を可変長から固定長に変更するための

しきい値。分割によるオーバーヘッドをパーセントで指定する。デフォルトは 5（%）。可変長分割時

にオーバーヘッドがこの値を超えると、固定長分割方式に移行する。可変長分割は、各リンクの帯域

幅に応じてパケットの分割サイズを変える方式。固定長分割はパケットを等分する方式。
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IDLE ダイヤルオンデマンドを使用するかどうか、および、自動切断までの時間（秒）を指定する。ONま

たは秒数を指定した場合は、必要に応じて自動的に接続し、無通信状態が指定秒数（ONを指定した場

合は 60秒）経過したら切断する。また、上位層（IPなど）からは、下位層（ISDNコールなど）の状

態にかかわらずつねにリンクアップしているように見える。OFFはダイヤルオンデマンドを使用しな

いことを意味する。なお、IDLE=OFFの PPPoEインターフェースは、リンクダウンしても自動的に

再接続を試みる（PPPoEセッションキープアライブ機能）。秒数指定の有効範囲は 0～4294967295。

ただし、0と 4294967295はOFFと同じ意味になる。デフォルトはOFF。

INDATALIMIT 受信データ量の制限値（MB）。受信データの累積値が制限を超えると、RESET PPPコ

マンドでカウンターをクリアするまで通信ができなくなる。NONEは無制限を示す。デフォルトは

NONE。

IPPOOL リモート側に IPアドレスを割り当てるときに使用する IPプールを指定する。NONEは IPプー

ルを使用しない。デフォルトはNONE。

IPREQUEST IPCPのネゴシエーションにおいて、リモート側に IPアドレスの割り当てを要求するかど

うか。デフォルトはOFF（割り当てを要求しない）。

LOGIN 着信時の認証方法。RADIUS認証、TACACS認証、USER（ユーザー認証データベースによる

認証）、ALL（すべての認証方式を試行）から選択する。

LQR リンク状態の監視に LQR（Link Quality Report）パケットを使用するかどうか。ON、OFFまたは

送信間隔（秒）を指定する。ECHOパラメーターと同時に ONにすることはできない。ONを指定

したときの送信間隔は 60秒。デフォルトはON。

MAGIC マジックナンバーを使用するかどうか。マジックナンバーはループバックの検出に用いられる。

ループバックが検出された場合、インターフェースはOPENED状態にならない。デフォルトはON。

MAXLINKS マルチリンク時の最大リンク数

MRU 作成される PPPインターフェースに適用されるMRU(Maximum Receive Unit)オプションを含め

るかどうか。設定された値を LCP configuration requestのMRUオプションに設定する。ONの場

合は回線種別により値が設定される。OFFが設定された場合はMRUオプションを使用しない。デ

フォルトはON。

MSSHEADER MSSクランプ（書き換え）機能の設定パラメーター。本製品は、PPPoEインターフェー

スを通過する TCPの Synおよび Syn+Ackパケットを監視し、TCPヘッダー内のMSS（Maximum

Segment Size）オプションの値が「インターフェースMTU - MSSHEADER」よりも大きい場合は、

MSSオプションの値を「インターフェースMTU - MSSHEADER」に書き換える。デフォルトは

120。本パラメーターは PPPoEインターフェースに対してのみ有効。

MTU 作成される PPPインターフェースに適用されるMTUサイズの設定。下位レイヤーの種別によって

設定可能なMTU値が異なる。PPPoEの場合、256～1492(デフォルト:1492)、それ以外の場合、256

～1500(デフォルト:1500)。

MULTILINK 同じユーザーからの着信呼を同一マルチリンクバンドルにまとめるかどうか。デフォルト

はON。

NULLFRAGTIMER マルチリンクを構成するリンクが NULLフラグメントを送信する前に待つ時間

（秒）。NULLフラグメントは、シーケンス番号を最新に保つためのもの。デフォルトは 3秒。

ONLINELIMIT 通信時間の制限値（時間）。uptimeが制限を超えると、RESET PPPコマンドでカウン

ターをクリアするまで通信ができなくなる。NONEは無制限を示す。デフォルトはNONE。

OUTDATALIMIT 送信データ量の制限値（MB）。送信データの累積値が制限を超えると、RESET PPP

コマンドでカウンターをクリアするまで通信ができなくなる。NONEは無制限を示す。デフォルト
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はNONE。

PASSWORD PPPパスワード。相手側から認証を受けるためのもの。

PREDCHECK Predictor圧縮におけるCRC（Cyclic Redundancy Check）の種類。RFC 1978で規定さ

れている CRC-16と、ルーターベンダーが採用している CRC-CCITT（RFC 1662）がある。このパ

ラメーターはコントロールプロトコルによるネゴシエーションが行われないため、両側とも同じに設

定する必要がある。デフォルトは CRC-16。

RECHALLENGE CHAPの再認証を行うかどうか。ONを指定した場合は、5分（300秒）から 15分

（900秒）の間のランダムな間隔で再認証を行う。秒数を指定した場合は、最低 5分（300秒）から指

定した秒数までの間のランダムな間隔で再認証を行う。OFFを指定した場合は、再認証を行わない。

Windows 95クライアントなどとの接続が切断されてしまうような場合は、再認証をOFFにすると

よい。デフォルトはON。

RESTART Configure-NAKおよび Terminate-Requestの再送間隔（秒）。デフォルトは 3秒。

STACCHECK STAC LZS圧縮におけるエラー検出方式を指定する。具体的には、Check Valueフィール

ドに格納する値の種類。SEQUENCEを指定した場合は、シーケンス番号によって欠落パケットを検

出する。LCBを指定した場合は、LCB（Longitudinal Check Byte）によってエラーを検出する。

STARENTITY 暗号化チャンネル上で使用する STARエンティティー。ENCRYPTION=ONのときの必

須パラメーター。

TOTALDATALIMIT 通信データ量の制限値（MB）。送受信データの累積値が制限を超えると、RESET

PPPコマンドでカウンターをクリアするまで通信ができなくなる。NONEは無制限を示す。デフォ

ルトはNONE。

USERNAME PPPユーザー名。相手側から認証を受けるためのもの。

VJC PPPインターフェース上の IPインターフェースで Van Jacobsonの TCP/IPヘッダー圧縮（VJ圧

縮）を使用するかどうかを指定する。デフォルトはOFF。

関連コマンド

DESTROY PPP TEMPLATE（50ページ）

DISABLE PPP TEMPLATE DEBUG（54ページ）

ENABLE PPP TEMPLATE DEBUG（59ページ）

RESET PPP（62ページ）

SHOW PPP LIMITS（93ページ）

SHOW PPP PPPOE（98ページ）
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DELETE PPP

カテゴリー：PPP / PPPインターフェース

DELETE PPP=ppp-interface OVER=physical-interface [NUMBER=count]

[TYPE={DEMAND|PRIMARY|SECONDARY}]

ppp-interface: PPPインターフェース番号（0～511）
physical-interface: 物理インターフェース名
count:個数

解説

（マルチリンク）PPPインターフェースから物理リンクを削除する。

パラメーター

PPP PPPインターフェース番号

OVER 物理インターフェース名。ISDN-callname（ISDN コール）、TNL-callname（L2TP コール）、

TDM-groupname（TDMグループ）、ETH-servicename（Ethernetインターフェース）、VLAN-

servicename（VLANインターフェース）のいずれかを指定する。servicenameには PPPoEサービ

ス名を 64文字以内で指定する。”（ダブルクォーテーション）は使用できない。大文字小文字を区別

する。どのサービスでもよいときは、servicenameにANYを指定する。

NUMBER 削除する Bチャンネルの数。OVERパラメーターに ISDNコールを指定した場合のみ有効。デ

フォルトは 1。

TYPE リンクの種類。PRIMARY（プライマリーリンク）、DEMAND（デマンドリンク）、SECONDARY

（セカンダリーリンク）の 3種類がある。

関連コマンド

ADD PPP（32ページ）

DISABLE PPP（51ページ）

ENABLE PPP（55ページ）

RESET PPP（62ページ）

SET PPP（63ページ）

SHOW PPP（74ページ）
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DELETE PPP ACSERVICE

カテゴリー：PPP / PPPoE AC

DELETE PPP ACSERVICE=service-name

service-name: PPPoEサービス名（最大 64文字）

解説

PPPoEサービスを削除する。

パラメーター

ACSERVICE PPPoEサービス名

関連コマンド

CREATE PPP TEMPLATE（43ページ）

DISABLE PPP ACCESSCONCENTRATOR（52ページ）

ENABLE PPP ACCESSCONCENTRATOR（56ページ）

SET PPP ACSERVICE（68ページ）

SHOW PPP PPPOE（98ページ）

SHOW PPP TEMPLATE（100ページ）
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DESTROY PPP

カテゴリー：PPP / PPPインターフェース

DESTROY PPP=ppp-interface

ppp-interface: PPPインターフェース番号（0～511）

解説

PPPインターフェースを削除する。

パラメーター

PPP PPPインターフェース番号

関連コマンド

CREATE PPP（37ページ）

DISABLE PPP（51ページ）

ENABLE PPP（55ページ）

RESET PPP（62ページ）

SET PPP（63ページ）

SHOW PPP（74ページ）
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DESTROY PPP TEMPLATE

カテゴリー：PPP / PPPテンプレート

DESTROY PPP TEMPLATE=template

template: PPPテンプレート番号（0～31）

解説

PPPテンプレートを削除する。

パラメーター

TEMPLATE PPPテンプレート番号。

関連コマンド

CREATE PPP TEMPLATE（43ページ）

DISABLE PPP TEMPLATE DEBUG（54ページ）

ENABLE PPP TEMPLATE DEBUG（59ページ）

SHOW PPP PPPOE（98ページ）
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DISABLE PPP

カテゴリー：PPP / PPPインターフェース

DISABLE PPP=ppp-interface

ppp-interface: PPPインターフェース番号（0～511）

解説

PPPインターフェースを無効にする（PPPのリンクを切断する）。

パラメーター

PPP PPPインターフェース番号

関連コマンド

CREATE PPP（37ページ）

ENABLE PPP（55ページ）

RESET PPP（62ページ）

SET PPP（63ページ）

SHOW PPP（74ページ）
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DISABLE PPP ACCESSCONCENTRATOR

カテゴリー：PPP / PPPoE AC

DISABLE PPP ACCESSCONCENTRATOR

解説

PPPoEサーバー（Access Concentrator）機能を無効にする。デフォルトは無効

関連コマンド

CREATE PPP TEMPLATE（43ページ）

DESTROY PPP TEMPLATE（50ページ）

ENABLE PPP ACCESSCONCENTRATOR（56ページ）

SET PPP ACSERVICE（68ページ）

SHOW PPP（74ページ）

SHOW PPP PPPOE（98ページ）

SHOW PPP TEMPLATE（100ページ）
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DISABLE PPP DEBUG

カテゴリー：PPP / PPPインターフェース

DISABLE PPP=ppp-interface DEBUG={ALL|AUTH|BAPPKT|BAPSTATE|CALLBACK|
DEMAND|ENCO|LCP|NCP|PKT|PPPOE|UTILISATION}[,...]

ppp-interface: PPPインターフェース番号（0～511）

解説

PPPインターフェースのデバッグオプションを無効にする。

パラメーター

PPP PPPインターフェース番号

DEBUG デバッグオプション。カンマ区切りで複数指定可能。ALLはすべて。

関連コマンド

ENABLE PPP DEBUG（57ページ）
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DISABLE PPP TEMPLATE DEBUG

カテゴリー：PPP / PPPテンプレート

DISABLE PPP TEMPLATE=template DEBUG={ALL|AUTH|BAPPKT|BAPSTATE|CALLBACK|
DEMAND|ENCO|LCP|NCP|PKT|PPPOE|UTILISATION}[,...]

template: PPPテンプレート番号（0～31）

解説

PPPテンプレートに基づき作成されたダイナミック PPPインターフェースのデバッグオプションを無効に

する。

パラメーター

TEMPLATE PPPテンプレート番号

DEBUG デバッグオプション。カンマ区切りで複数指定可能。ALLはすべて。

関連コマンド

CREATE PPP TEMPLATE（43ページ）

DESTROY PPP TEMPLATE（50ページ）

ENABLE PPP TEMPLATE DEBUG（59ページ）

SHOW PPP PPPOE（98ページ）
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ENABLE PPP

カテゴリー：PPP / PPPインターフェース

ENABLE PPP=ppp-interface

ppp-interface: PPPインターフェース番号（0～511）

解説

PPPインターフェースを有効にする（PPPのリンクを確立する）。

パラメーター

PPP PPPインターフェース番号

関連コマンド

CREATE PPP（37ページ）

DESTROY PPP（49ページ）

DISABLE PPP（51ページ）

RESET PPP（62ページ）

SET PPP（63ページ）

SHOW PPP（74ページ）
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ENABLE PPP ACCESSCONCENTRATOR

カテゴリー：PPP / PPPoE AC

ENABLE PPP ACCESSCONCENTRATOR

解説

PPPoEサーバー（Access Concentrator）機能を有効にする。デフォルトは無効

関連コマンド

CREATE PPP TEMPLATE（43ページ）

DESTROY PPP TEMPLATE（50ページ）

DISABLE PPP ACCESSCONCENTRATOR（52ページ）

SET PPP ACSERVICE（68ページ）

SHOW PPP（74ページ）

SHOW PPP PPPOE（98ページ）

SHOW PPP TEMPLATE（100ページ）
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ENABLE PPP DEBUG

カテゴリー：PPP / PPPインターフェース

ENABLE PPP=ppp-interface DEBUG={ALL|AUTH|BAPPKT|BAPSTATE|CALLBACK|DEMAND|
ENCO|LCP|NCP|PKT|PPPOE|UTILISATION}[,...] [ASYN=asyn-number]

[TIMEOUT={NONE|1..4000000000}] [NUMPKTS={CONT|1..4000000000}]

ppp-interface: PPPインターフェース番号（0～511）
asyn-number :非同期ポート番号（0）

解説

PPPインターフェースのデバッグオプションを有効にする。

パラメーター

PPP PPPインターフェース番号

DEBUG デバッグオプション。カンマ区切りで複数指定可能。ALLはすべて。

ASYN デバッグ情報を出力する非同期ポート番号。デフォルトではコマンドを実行した端末に出力される。

TIMEOUT デバッグオプションが PKT以外の場合、デバッグが自動停止するまでの時間（秒）。デフォル

トはNONE（自動停止しない）。

NUMPKTS デバッグオプションが PKTの場合、デバッグが自動停止するまでのパケット数。デフォルト

は CONT（自動停止しない）。

ALL すべてのオプション

AUTH 認証プロトコル。LCPがOPEN状態でも、NCPが CLOSEDのままといった場

合は認証に失敗している可能性が高い

BAPPKT 受信 BAPパケット

BAPSTATE BAPの状態遷移

CALLBACK コールバックの状態遷移

DEMAND ダイヤルオンデマンドインターフェース。発呼要因となったパケットが表示され

る

ENCO ENCO（暗号・圧縮）モジュールの状態遷移

LCP LCPの状態遷移

NCP NCPの状態遷移

PKT 送受信したすべての PPPパケット

PPPOE 送受信した PPPoE Active Discoveryパケットと PPPoEの状態遷移

UTILISATION 回線使用率

表 6: デバッグオプション
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備考・注意事項

本コマンドは、トラブルシューティング時など、内部情報の確認が必要な場合を想定したものですので、ご

使用に際しては弊社技術担当にご相談ください。

関連コマンド

DISABLE PPP DEBUG（53ページ）
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ENABLE PPP TEMPLATE DEBUG

カテゴリー：PPP / PPPテンプレート

ENABLE PPP TEMPLATE=template DEBUG={ALL|AUTH|BAPPKT|BAPSTATE|CALLBACK|
DEMAND|ENCO|LCP|NCP|PKT|UTILISATION}[,...] [ASYN=asyn-number]

[TIMEOUT={NONE|1..4000000000}] [NUMPKTS={CONT|1..4000000000}]

template: PPPテンプレート番号（0～31）
asyn-number :非同期ポート番号（0）

解説

PPPテンプレートに基づき作成されたダイナミック PPPインターフェースのデバッグオプションを有効に

する。

パラメーター

TEMPLATE PPPテンプレート番号

DEBUG デバッグオプション。カンマ区切りで複数指定可能。ALLはすべて。なお、ALLを指定すると、

大量のデバッグ情報が出力されるため注意。NUMPKTSパラメーターで自動的にデバッグが終了す

るようにすること。

ASYN デバッグ情報を出力する非同期ポート番号。デフォルトではコマンドを実行した端末に出力される。

TIMEOUT デバッグオプションが PKT以外の場合、デバッグが自動停止するまでの時間（秒）。デフォル

トはNONE（自動停止しない）。

NUMPKTS デバッグオプションが PKTの場合、デバッグが自動停止するまでのパケット数。デフォルト

は CONT（自動停止しない）。

ALL すべてのオプション

AUTH 認証プロトコル。LCPがOPEN状態でも、NCPが CLOSEDのままといった場

合は認証に失敗している可能性が高い

BAPPKT 受信 BAPパケット

BAPSTATE BAPの状態遷移

CALLBACK コールバックの状態遷移

DEMAND ダイヤルオンデマンドインターフェース。発呼要因となったパケットが表示され

る

ENCO ENCO（暗号・圧縮）モジュールの状態遷移

LCP LCPの状態遷移

NCP NCPの状態遷移

PKT 送受信したすべての PPPパケット
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PPPOE 送受信した PPPoE Active Discoveryパケットと PPPoEの状態遷移

UTILISATION 回線使用率

表 7: デバッグオプション

備考・注意事項

本コマンドは、トラブルシューティング時など、内部情報の確認が必要な場合を想定したものですので、ご

使用に際しては弊社技術担当にご相談ください。

関連コマンド

CREATE PPP TEMPLATE（43ページ）

DESTROY PPP TEMPLATE（50ページ）

DISABLE PPP TEMPLATE DEBUG（54ページ）

SHOW PPP PPPOE（98ページ）
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PURGE PPP

カテゴリー：PPP /一般コマンド

PURGE PPP

解説

PPPの設定情報をすべて削除する。

備考・注意事項

ランタイムメモリー上にある PPP関連の設定がすべて削除されるため、運用中のシステムで本コマンドを実

行するときは十分に注意すること。

関連コマンド

CREATE PPP（37ページ）

DESTROY PPP（49ページ）

DISABLE PPP（51ページ）

ENABLE PPP（55ページ）
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RESET PPP

カテゴリー：PPP / PPPインターフェース

RESET PPP=ppp-interface [COUNTER] [LINKCOUNTER={ONLINE|INDATA|OUTDATA|
TOTALDATA|ALL}]

ppp-interface: PPPインターフェース番号（0～511）

解説

指定した PPPインターフェースをリセット、あるいは、インターフェースの一般統計カウンター、あるい

は、通信量リミッター（INDATALIMIT、OUTDATALIMIT、UPTIMELIMIT、TOTALDATALIMIT）の

通信カウンターをリセットする。

パラメーター

PPP PPPインターフェース番号

COUNTER 一般的な統計カウンターをリセットする。

LINKCOUNTER 通信量リミッターが使用するカウンターをリセットする。

関連コマンド

CREATE PPP（37ページ）

DESTROY PPP（49ページ）

DISABLE PPP（51ページ）

ENABLE PPP（55ページ）

PURGE PPP（61ページ）

SET PPP（63ページ）

SHOW PPP LIMITS（93ページ）
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SET PPP

カテゴリー：PPP / PPPインターフェース

SET PPP=ppp-interface [OVER=physical-interface] [AUTHENTICATION={CHAP|
EITHER|PAP|NONE}] [AUTHMODE={IN|OUT|INOUT}] [BAP={ON|OFF}]
[BAPMODE={CALL|CALLBACK}] [CBDELAY=1..100] [CBMODE={ACCEPT|OFF|REQUEST}]
[CBNUMBER=e164number] [CBOPERATION={E164NUMBER|USERAUTH}]
[COMPALGORITHM={PREDICTOR|STACLZS}] [COMPRESSION={ON|OFF|LINK}]
[CONFIGURE={count|CONTINUOUS}] [DEBUGMAXBYTES=16..256]

[DESCRIPTION=string] [DOWNRATE=0..100] [DOWNTIME=seconds] [ECHO={ON|OFF|
seconds}] [ENCRYPTION={ON|OFF}] [FRAGMENT={ON|OFF}]
[FRAGOVERHEAD=0..100] [IDLE={ON|OFF|seconds}] [INDATALIMIT={NONE|
1..65535}] [IPPOOL={pool-name|NONE}] [IPREQUEST={ON|OFF}] [LQR={ON|OFF|
seconds}] [MAGIC={ON|OFF}] [NULLFRAGTIMER=seconds] [ONLINELIMIT={NONE|
1..65535}] [OUTDATALIMIT={NONE|1..65535}] [PADRRETRY={0|15}]
[PASSWORD=password] [PREDCHECK={CRC16|CRCCCITT}] [RECHALLENGE={ON|OFF|
360..3600}] [RESTART=seconds] [STACCHECK={LCB|SEQUENCE}]
[STARENTITY=1..255] [TERMINATE={count|CONTINUOUS}] [TOTALDATALIMIT={NONE|
1..65535}] [UPRATE=0..100] [UPTIME=seconds] [USERNAME=username] [MRU={ON|
OFF|256..1492|256..1500}] [MSSHEADER=40..200]

ppp-interface: PPPインターフェース番号（0～511）
physical-interface: 物理インターフェース名
e164number : E.164電話番号
count:回数
string:文字列（1～70文字）
seconds: 時間（秒）
pool-name: IPプール名（1～15文字）
username: ユーザー名（1～64文字。大文字小文字を区別する。空白を使用する場合、全体をダブルクォーテーション (”)で
囲む。入力可能文字：!#$%&’()*+,-./0123456789:;<=>@ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[\]ˆ ‘abcdefghijklmnopqrstuvwxyz{|}
password: パスワード（1～64文字。大文字小文字を区別する。空白を使用する場合、全体をダブルクォーテーション (”)で
囲む。入力可能文字：!#$%&’()*+,-./0123456789:;<=>@ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[\]ˆ ‘abcdefghijklmnopqrstuvwxyz{|}

解説

PPPインターフェースの設定パラメーターを変更する。

パラメーター

PPP PPPインターフェース番号

OVER 物理インターフェース名。ISDN-callname（ISDN コール）、TNL-callname（L2TP コール）、

TDM-groupname（TDMグループ）、ETH-servicename（Ethernetインターフェース）、VLAN-

servicename（VLANインターフェース）のいずれかを指定する。servicenameには PPPoEサービ
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ス名を 64文字以内で指定する。”（ダブルクォーテーション）は使用できない。大文字小文字を区別

する。どのサービスでもよいときは、servicenameに ANYを指定する。VLANインターフェース

を指定する場合、タグ VLANとの併用も可能。

AUTHENTICATION 相手を認証するためのプロトコル。CHAP（Challenge Handshake Authentica-

tion Protocol）、PAP（Password Authentication Protocol）、EITHER（CHAPか PAPのどちらか

を使用するようネゴシエート。CHAPを優先する）、NONE（認証なし）から選択する。デフォルト

はNONE。相手を認証するときはNONE以外を指定すること。

AUTHMODE 物理インターフェースが ISDNコールのとき、発信呼、着信呼のどちらに対して認証を要

求するかを指定する。AUTHENTICATIONパラメーターにNONE以外を指定したときだけ有効。

INは着信呼、OUTは発信呼に対してのみ認証を行うことを示す。INOUTなら発着どちらの場合で

も認証を行う。デフォルトは INOUT。

BAP マルチリンクPPP（MP）使用時に動的な帯域制御（リンクの増減）を行う BAP（Bandwidth Allocation

Protocol）を使用するかどうかを指定する。デフォルトはON。

BAPMODE 帯域（リンク）追加の要求があったときに、どちら側が発呼するかを指定する。CALLは要求

側が、CALLBACKは要求を受けた側が発呼する。CALLBACKを指定した場合は、呼（ISDNコー

ル、ACCコール、L2TPコール）の設定でコールバック番号を指定しておく必要がある。デフォルト

は CALL。

CBDELAY PPPコールバック時の待機時間。コールバック要求を受けて回線を切断してから、コールバッ

クするまでの待ち時間を 0.1秒単位で指定する。範囲は 1（0.1秒）～100（10秒）。デフォルトは 1

（0.1秒）。物理レイヤーが ISDNコールで、CBMODE=ACCEPT（コールバック要求を受け入れる）

の場合にのみ有効。

CBMODE PPPコールバックを行うかどうか、行う場合はコールバックを要求する側か、受け入れる側かを

指定する。REQUESTは、LCPネゴシエーション時にコールバック要求を出すことを示す。ACCEPT

は、コールバック要求を受け入れるときに指定する。この場合、認証方式（AUTHENTICATION）

として CHAPか PAPが設定されていなくてはならない。OFFは、コールバック要求も要求受け入

れもしないことを意味する。デフォルトはOFF。

CBNUMBER コールバック番号。コールバック要求時に相手に伝える自分の電話番号。CBOPERATION

に E164NUMBERを指定した場合に有効。

CBOPERATION コールバック番号の決定方法。要求側が相手に対して指定する。E164NUMBERは、

CBNUMBERパラメーターで指定した番号（この番号は要求時に相手に送られる）を使うよう指示す

る。USERAUTHは、相手側のユーザー認証データベースに登録されているユーザーのコールバック

用電話番号（CBNUMBER）を使うよう指示するもの。デフォルトはUSERAUTH。

COMPALGORITHM 圧縮方式。PREDICTOR（RFC 1978）または STACLZS（RFC 1974）から選択

する。デフォルトは STACLZS。

COMPRESSION 圧縮を行うかどうか。ON（行う）、OFF（行わない）、LINK（OVERパラメーターで

指定した物理リンクのみ圧縮を行う）から選択する。マルチリンク PPP使用時にONを指定すると、

すべてのリンクで圧縮が行われる。特定のリンクでのみ圧縮を行うには、本パラメーターで LINKを

指定し、OVERパラメーターで圧縮対象の物理リンクを指定する。デフォルトはOFF。

CONFIGURE Configure-Requestパケットの送信リトライ回数。指定回数リトライしても結果が得られ

ない場合は、物理インターフェースをリセットして再試行（LCPの場合）、あるいは試行終了（その

他の場合）する。デフォルトは CONTINUOUS（無限）。

DEBUGMAXBYTES PPPデバッグ機能のパケット表示オプション「PKT」有効時の表示データ最大長。
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デフォルトは 32バイト。

DESCRIPTION 任意の文字列。メモとして使う

DOWNRATE デマンドリンク（TYPE=DEMAND）の切断条件となる回線負荷率（デフォルトは 20%）。

負荷率がDOWNRATEを下回るとデマンドリンクは切断準備状態に入り、負荷率 < DOWNRATE

の状態がDOWNTIMEに指定された時間続いた時点で、デマンドリンクが実際に切断される。

DOWNTIME 回線負荷率がDOWNRATEを下回ってから、実際にデマンドリンク（TYPE=DEMAND）

が切断されるまでの監視時間（デフォルトは 60秒）。監視時間中に負荷率がDOWNRATEを超えな

ければ、DOWNTIME経過後にデマンドリンクが切断される。

ECHO リンク状態の監視に LCP Echoパケットを使用するかどうか。ON、OFFまたは送信間隔（秒）を

指定する。ONを指定したときの送信間隔は 10秒。ECHOと LQRを同時に使用することはできな

い。LCP Echo Requestパケットは、デフォルト 10秒間隔で送信される。3回連続で Echo Replyが

戻ってこなかった場合、リンクがダウンしたと判断する。

ENCRYPTION 暗号化を行うかどうか。デフォルトはOFF。ONのときは、STARENTITYパラメーター

も指定する必要がある。

FRAGMENT マルチリンク使用時にパケットを分割するかどうか。暗号化や圧縮を行うときは、OFFで

なくてはならない。デフォルトはOFF。

FRAGOVERHEAD FRAGMENT=ON時に、パケット分割方式を可変長から固定長に変更するための

しきい値。分割によるオーバーヘッドをパーセントで指定する。デフォルトは 5（%）。可変長分割時

にオーバーヘッドがこの値を超えると、固定長分割方式に移行する。可変長分割は、各リンクの帯域

幅に応じてパケットの分割サイズを変える方式。固定長分割はパケットを等分する方式。

IDLE ダイヤルオンデマンドを使用するかどうか、および、自動切断までの時間（秒）を指定する。ONま

たは秒数を指定した場合は、必要に応じて自動的に接続し、無通信状態が指定秒数（ONを指定した場

合は 60秒）経過したら切断する。また、上位層（IPなど）からは、下位層（ISDNコールなど）の状

態にかかわらずつねにリンクアップしているように見える。OFFはダイヤルオンデマンドを使用しな

いことを意味する。なお、IDLE=OFFの PPPoEインターフェースは、リンクダウンしても自動的に

再接続を試みる（PPPoEセッションキープアライブ機能）。秒数指定の有効範囲は 0～4294967295。

ただし、0と 4294967295はOFFと同じ意味になる。デフォルトはOFF。

INDATALIMIT 受信データ量の制限値（MB）。受信データの累積値が制限を超えると、RESET PPPコ

マンドでカウンターをクリアするまで通信ができなくなる。NONEは無制限を示す。デフォルトは

NONE。

IPPOOL リモート側に IPアドレスを割り当てるときに使用する IPプールを指定する。NONEは IPプー

ルを使用しない。デフォルトはNONE。

IPREQUEST IPCPのネゴシエーションにおいて、リモート側に IPアドレスの割り当てを要求するかど

うか。デフォルトはOFF（割り当てを要求しない）。

LQR リンク状態の監視に LQR（Link Quality Report）パケットを使用するかどうか。ON、OFFまたは

送信間隔（秒）を指定する。ECHOパラメーターと同時に ONにすることはできない。ONを指定

したときの送信間隔は 60秒。デフォルトはON。

MAGIC マジックナンバーを使用するかどうか。マジックナンバーはループバックの検出に用いられる。

ループバックが検出された場合、インターフェースはOPENED状態にならない。デフォルトはON。

NULLFRAGTIMER マルチリンクを構成するリンクが NULLフラグメントを送信する前に待つ時間

（秒）。NULLフラグメントは、シーケンス番号を最新に保つためのもの。デフォルトは 3秒。

ONLINELIMIT 通信時間の制限値（時間）。uptimeが制限を超えると、RESET PPPコマンドでカウン
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ターをクリアするまで通信ができなくなる。NONEは無制限を示す。デフォルトはNONE。

OUTDATALIMIT 送信データ量の制限値（MB）。送信データの累積値が制限を超えると、RESET PPP

コマンドでカウンターをクリアするまで通信ができなくなる。NONEは無制限を示す。デフォルト

はNONE。

PADRRETRY PPPoEディスカバリーステージにおける PADRの累計送信回数。0または 15を指定する。

PPPoEディスカバリーステージでは送信した PADRに対して PPPoE AC (Access Concentrator)か

ら PADSが送信されてこなかった場合、1回のディスカバリーステージにおいて最初の PADRの送信

を含めて 5回送信する。PADRRETRY=0を指定すると送信した PADRに対して網側から PADSが

送信されてこない場合でもディスカバリーステージを繰り返し実施する。PADRRETRY=15を指定す

ると PPPoEディスカバリーステージを 3回実施後に終了する。デフォルトは 15。

PASSWORD PPPパスワード。相手側から認証を受けるためのもの。

PREDCHECK Predictor圧縮におけるCRC（Cyclic Redundancy Check）の種類。RFC 1978で規定さ

れている CRC-16と、ルーターベンダーが採用している CRC-CCITT（RFC 1662）がある。このパ

ラメーターはコントロールプロトコルによるネゴシエーションが行われないため、両側とも同じに設

定する必要がある。デフォルトは CRC-16。

RECHALLENGE CHAPの再認証を行うかどうか。ONを指定した場合は、5分（300秒）から 15分

（900秒）の間のランダムな間隔で再認証を行う。秒数を指定した場合は、最低 5分（300秒）から指

定した秒数までの間のランダムな間隔で再認証を行う。OFFを指定した場合は、再認証を行わない。

Windows 95クライアントなどとの接続が切断されてしまうような場合は、再認証をOFFにすると

よい。デフォルトはON。

RESTART Configure-NAKおよび Terminate-Requestの再送間隔（秒）。デフォルトは 3秒。

STACCHECK STAC LZS圧縮におけるエラー検出方式を指定する。具体的には、Check Valueフィール

ドに格納する値の種類。SEQUENCEを指定した場合は、シーケンス番号によって欠落パケットを検

出する。LCBを指定した場合は、LCB（Longitudinal Check Byte）によってエラーを検出する。

STARENTITY 暗号化チャンネル上で使用する STARエンティティー。ENCRYPTION=ONのときの必

須パラメーター。

TERMINATE Terminate-Requestの再送回数。デフォルトは 2回。

TOTALDATALIMIT 通信データ量の制限値（MB）。送受信データの累積値が制限を超えると、RESET

PPPコマンドでカウンターをクリアするまで通信ができなくなる。NONEは無制限を示す。デフォ

ルトはNONE。

UPRATE デマンドリンク（TYPE=DEMAND）の起動条件となる回線負荷率（デフォルトは 80%）。負

荷率が UPRATEを超えるとデマンドリンクは起動準備状態に入り、負荷率 ＞ UPRATEの状態が

UPTIMEで指定された時間続いた時点で、デマンドリンクが実際に起動される。

UPTIME 回線負荷率がUPRATEを超えてから、実際にデマンドリンク（TYPE=DEMAND）が起動さ

れるまでの監視時間（デフォルトは 30 秒）。監視時間中に負荷率が UPRATEを下回らなければ、

UPTIME経過後にデマンドリンクが起動される。

USERNAME PPPユーザー名。相手側から認証を受けるためのもの。

MRU LCP Configure-RequestパケットにMRUオプションを含めるかどうかを指定する。ONを指定す

るとデフォルトのMRU値が使用される。また、数値を指定した場合は、指定値がMRU値として使

用される。デフォルトはON。デフォルト値は、インターフェースが PPPの場合は 1500、PPPoEの

場合は 1492。設定可能範囲は、PPPの場合は 256～1500、PPPoEの場合は 256～1492。

MSSHEADER MSSクランプ（書き換え）機能の設定パラメーター。本製品は、PPPoEインターフェー
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スを通過する TCPの Synおよび Syn+Ackパケットを監視し、TCPヘッダー内のMSS（Maximum

Segment Size）オプションの値が「インターフェースMTU - MSSHEADER」よりも大きい場合は、

MSSオプションの値を「インターフェースMTU - MSSHEADER」に書き換える。デフォルトは

120。本パラメーターは PPPoEインターフェースに対してのみ有効。

関連コマンド

ADD PPP（32ページ）

CREATE PPP（37ページ）

RESET PPP（62ページ）

SHOW INTERFACE（「インターフェース」の 89ページ）

SHOW PPP（74ページ）

SHOW PPP CONFIG（75ページ）

SHOW PPP LIMITS（93ページ）

SHOW PPP PPPOE（98ページ）
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SET PPP ACSERVICE

カテゴリー：PPP / PPPoE AC

SET PPP ACSERVICE=service-name [ACRADIUS={OFF|ON}] [MAXSESSIONS=1..512]

[TEMPLATE=template]

service-name: PPPoEサービス名（最大 64文字）
template: PPPテンプレート番号（0～31）

解説

PPPoEサービスの設定を変更する。

パラメーター

ACSERVICE サービス名。クライアント側でこの名前を指定して接続する。

TEMPLATE PPPテンプレート番号。クライアントが接続してきたときに動的に作成する PPPインター

フェースのパラメーターをあらかじめ設定したもの。CREATE PPP TEMPLATEコマンドで作成

する。

ACRADIUS RADIUS認証を行うかどうか。ONの場合、PPPoEクライアントのMACアドレスを元に

RADIUSサーバーに問い合わせる。ただし、前提として、PPPテンプレートで LOGIN=RADIUSを

指定しておく必要がある。

MAXSESSIONS PPPoE同時最大セッション数。デフォルトは 1。

関連コマンド

ADD PPP ACSERVICE（35ページ）

CREATE PPP（37ページ）

CREATE PPP TEMPLATE（43ページ）

DESTROY PPP（49ページ）

DESTROY PPP TEMPLATE（50ページ）

DISABLE PPP ACCESSCONCENTRATOR（52ページ）

ENABLE PPP ACCESSCONCENTRATOR（56ページ）
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SET PPP DNSPRIMARY

カテゴリー：PPP /一般コマンド

SET PPP [DNSPRIMARY=ipadd] [DNSSECONDARY=ipadd] [WINSPRIMARY=ipadd]

[WINSSECONDARY=ipadd]

ipadd: IPアドレス

解説

IPCPで相手に通知するプライマリー/セカンダリーDNSサーバーアドレス、プライマリー/セカンダリー

WINSサーバーアドレスを設定する。

ここでの設定はすべての PPPインターフェースに適用される。

パラメーター

DNSPRIMARY プライマリー DNS（Domain Name Service）サーバーの IPアドレス。IPCPネゴシ

エーション時に、IP-Primary-DNS-Server-Addressオプションで相手側に送られる。

DNSSECONDARY セカンダリーDNS（Domain Name Service）サーバーの IPアドレス。IPCPネゴ

シエーション時に、IP-Secondary-DNS-Server-Addressオプションで相手側に送られる。

WINSPRIMARY プライマリーWINS（Windows Internet Name Service）サーバーの IPアドレス。

IPCPネゴシエーション時に、IP-Primary-NBNS-Server-Addressオプションで相手側に送られる。

WINSSECONDARY セカンダリーWINS（Windows Internet Name Service）サーバーの IPアドレ

ス。IPCPネゴシエーション時に、IP-Secondary-NBNS-Server-Addressオプションで相手側に送

られる。

関連コマンド

SHOW PPP NAMESERVERS（97ページ）
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SET PPP TEMPLATE

カテゴリー：PPP / PPPテンプレート

SET PPP TEMPLATE=template [AUTHENTICATION={CHAP|EITHER|PAP|NONE}]
[BAP={ON|OFF}] [BAPMODE={CALL|CALLBACK}] [CBDELAY=1..100]

[CBMODE={ACCEPT|OFF|REQUEST}] [CBNUMBER=e164number]

[CBOPERATION={E164NUMBER|USERAUTH}] [COMPALGORITHM={PREDICTOR|STACLZS}]
[COMPRESSION={ON|OFF|LINK}] [DEBUGMAXBYTES=16..256] [DESCRIPTION=string]

[ECHO={ON|OFF|seconds}] [ENCRYPTION={ON|OFF}] [FRAGMENT={ON|OFF}]
[FRAGOVERHEAD=0..100] [IDLE={ON|OFF|seconds}] [INDATALIMIT={NONE|
1..65535}] [IPPOOL={pool-name|NONE}] [IPREQUEST={ON|OFF}] [LOGIN={ALL|
RADIUS|TACACS|USER}] [LQR={ON|OFF|seconds}] [MAGIC={ON|OFF}]
[MAXLINKS=1..64] [MRU={ON|OFF|256..1656}]　[MSSHEADER=40..200]
[MTU=256..1500|256..1492] [MULTILINK={ON|OFF}] [NULLFRAGTIMER=seconds]

[ONLINELIMIT={NONE|1..65535}] [OUTDATALIMIT={NONE|1..65535}]
[PASSWORD=password] [PREDCHECK={CRC16|CRCCCITT}] [RECHALLENGE={ON|OFF

|360..3600}] [RESTART=seconds] [STACCHECK={LCB|SEQUENCE}]
[STARENTITY=1..255] [TOTALDATALIMIT={NONE|1..65535}] [USERNAME=username]

[VJC={OFF|ON}

template: PPPテンプレート番号（0～31）
e164number : E.164電話番号
string:文字列（1～70文字）
seconds: 時間（秒）
pool-name: IPプール名（1～15文字）
password: パスワード（1～64文字）
username: ユーザー名（1～64文字）

解説

PPPテンプレートの設定パラメーターを変更する。

パラメーター

TEMPLATE PPPテンプレート番号

AUTHENTICATION 相手を認証するためのプロトコル。CHAP（Challenge Handshake Authentica-

tion Protocol）、PAP（Password Authentication Protocol）、EITHER（CHAPか PAPのどちらか

を使用するようネゴシエート。CHAPを優先する）、NONE（認証なし）から選択する。デフォルト

はNONE。相手を認証するときはNONE以外を指定すること。

BAP マルチリンクPPP（MP）使用時に動的な帯域制御（リンクの増減）を行う BAP（Bandwidth Allocation

Protocol）を使用するかどうかを指定する。デフォルトはON。

BAPMODE 帯域（リンク）追加の要求があったときに、どちら側が発呼するかを指定する。CALLは要求
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側が、CALLBACKは要求を受けた側が発呼する。CALLBACKを指定した場合は、呼（ISDNコー

ル、L2TPコール）の設定でコールバック番号を指定しておく必要がある。デフォルトは CALL。

CBDELAY PPPコールバック時の待機時間。コールバック要求を受けて回線を切断してから、コールバッ

クするまでの待ち時間を 0.1秒単位で指定する。範囲は 1（0.1秒）～100（10秒）。デフォルトは 1

（0.1秒）。物理レイヤーが ISDNコールで、CBMODE=ACCEPT（コールバック要求を受け入れる）

の場合にのみ有効。

CBMODE PPPコールバックを行うかどうか、行う場合はコールバックを要求する側か、受け入れる側かを

指定する。REQUESTは、LCPネゴシエーション時にコールバック要求を出すことを示す。ACCEPT

は、コールバック要求を受け入れるときに指定する。この場合、認証方式（AUTHENTICATION）

として CHAPか PAPが設定されていなくてはならない。OFFは、コールバック要求も要求受け入

れもしないことを意味する。デフォルトはOFF。

CBNUMBER コールバック番号。コールバック要求時に相手に伝える自分の電話番号。CBOPERATION

に E164NUMBERを指定した場合に有効。

CBOPERATION コールバック番号の決定方法。要求側が相手に対して指定する。E164NUMBERは、

CBNUMBERパラメーターで指定した番号（この番号は要求時に相手に送られる）を使うよう指示す

る。USERAUTHは、相手側のユーザー認証データベースに登録されているユーザーのコールバック

用電話番号（CBNUMBER）を使うよう指示するもの。デフォルトはUSERAUTH。

COMPALGORITHM 圧縮方式。PREDICTOR（RFC 1978）または STACLZS（RFC 1974）から選択

する。デフォルトは STACLZS。

COMPRESSION 圧縮を行うかどうか。ON（行う）、OFF（行わない）、LINK（OVERパラメーターで

指定した物理リンクのみ圧縮を行う）から選択する。マルチリンク PPP使用時にONを指定すると、

すべてのリンクで圧縮が行われる。特定のリンクでのみ圧縮を行うには、本パラメーターで LINKを

指定し、OVERパラメーターで圧縮対象の物理リンクを指定する。デフォルトはOFF。

DEBUGMAXBYTES PPPデバッグ機能のパケット表示オプション「PKT」有効時の表示データ最大長。

デフォルトは 32バイト。

DESCRIPTION 任意の文字列。メモとして使う

ECHO リンク状態の監視に LCP Echoパケットを使用するかどうか。ON、OFFまたは送信間隔（秒）を

指定する。ONを指定したときの送信間隔は 10秒。ECHOと LQRを同時に使用することはできな

い。LCP Echo Requestパケットは、デフォルト 10秒間隔で送信される。3回連続で Echo Replyが

戻ってこなかった場合、リンクがダウンしたと判断する。

ENCRYPTION 暗号化を行うかどうか。デフォルトはOFF。ONのときは、STARENTITYパラメーター

も指定する必要がある。

FRAGMENT マルチリンク使用時にパケットを分割するかどうか。暗号化や圧縮を行うときは、OFFで

なくてはならない。デフォルトはOFF。

FRAGOVERHEAD FRAGMENT=ON時に、パケット分割方式を可変長から固定長に変更するための

しきい値。分割によるオーバーヘッドをパーセントで指定する。デフォルトは 5（%）。可変長分割時

にオーバーヘッドがこの値を超えると、固定長分割方式に移行する。可変長分割は、各リンクの帯域

幅に応じてパケットの分割サイズを変える方式。固定長分割はパケットを等分する方式。

IDLE ダイヤルオンデマンドを使用するかどうか、および、自動切断までの時間（秒）を指定する。ONま

たは秒数を指定した場合は、必要に応じて自動的に接続し、無通信状態が指定秒数（ONを指定した場

合は 60秒）経過したら切断する。また、上位層（IPなど）からは、下位層（ISDNコールなど）の状

態にかかわらずつねにリンクアップしているように見える。OFFはダイヤルオンデマンドを使用しな
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いことを意味する。なお、IDLE=OFFの PPPoEインターフェースは、リンクダウンしても自動的に

再接続を試みる（PPPoEセッションキープアライブ機能）。秒数指定の有効範囲は 0～4294967295。

ただし、0と 4294967295はOFFと同じ意味になる。デフォルトはOFF。

INDATALIMIT 受信データ量の制限値（MB）。受信データの累積値が制限を超えると、RESET PPPコ

マンドでカウンターをクリアするまで通信ができなくなる。NONEは無制限を示す。デフォルトは

NONE。

IPPOOL リモート側に IPアドレスを割り当てるときに使用する IPプールを指定する。NONEは IPプー

ルを使用しない。デフォルトはNONE。

IPREQUEST IPCPのネゴシエーションにおいて、リモート側に IPアドレスの割り当てを要求するかど

うか。デフォルトはOFF（割り当てを要求しない）。

LOGIN 着信時の認証方法。RADIUS認証、TACACS認証、USER（ユーザー認証データベースによる

認証）、ALL（すべての認証方式を試行）から選択する。

LQR リンク状態の監視に LQR（Link Quality Report）パケットを使用するかどうか。ON、OFFまたは

送信間隔（秒）を指定する。ECHOパラメーターと同時に ONにすることはできない。ONを指定

したときの送信間隔は 60秒。デフォルトはON。

MAGIC マジックナンバーを使用するかどうか。マジックナンバーはループバックの検出に用いられる。

ループバックが検出された場合、インターフェースはOPENED状態にならない。デフォルトはON。

MAXLINKS マルチリンク時の最大リンク数

MRU 作成される PPPインターフェースに適用されるMRU(Maximum Receive Unit)オプションを含め

るかどうか。設定された値を LCP configuration requestのMRUオプションに設定する。ONの場

合は回線種別により値が設定される。OFFが設定された場合はMRUオプションを使用しない。デ

フォルトはON。

MSSHEADER MSSクランプ（書き換え）機能の設定パラメーター。本製品は、PPPoEインターフェー

スを通過する TCPの Synおよび Syn+Ackパケットを監視し、TCPヘッダー内のMSS（Maximum

Segment Size）オプションの値が「インターフェースMTU - MSSHEADER」よりも大きい場合は、

MSSオプションの値を「インターフェースMTU - MSSHEADER」に書き換える。デフォルトは

120。本パラメーターは PPPoEインターフェースに対してのみ有効。

MTU 作成される PPPインターフェースに適用されるMTUサイズの設定。下位レイヤーの種別によって

設定可能なMTU値が異なる。PPPoEの場合、256～1492(デフォルト:1492)、それ以外の場合、256

～1500(デフォルト:1500)。

MULTILINK 同じユーザーからの着信呼を同一マルチリンクにまとめるかどうか。デフォルトはON。

NULLFRAGTIMER マルチリンクを構成するリンクが NULLフラグメントを送信する前に待つ時間

（秒）。NULLフラグメントは、シーケンス番号を最新に保つためのもの。デフォルトは 3秒。

ONLINELIMIT 通信時間の制限値（時間）。uptimeが制限を超えると、RESET PPPコマンドでカウン

ターをクリアするまで通信ができなくなる。NONEは無制限を示す。デフォルトはNONE。

OUTDATALIMIT 送信データ量の制限値（MB）。送信データの累積値が制限を超えると、RESET PPP

コマンドでカウンターをクリアするまで通信ができなくなる。NONEは無制限を示す。デフォルト

はNONE。

PASSWORD PPPパスワード。相手側から認証を受けるためのもの。

PREDCHECK Predictor圧縮におけるCRC（Cyclic Redundancy Check）の種類。RFC 1978で規定さ

れている CRC-16と、ルーターベンダーが採用している CRC-CCITT（RFC 1662）がある。このパ

ラメーターはコントロールプロトコルによるネゴシエーションが行われないため、両側とも同じに設
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定する必要がある。デフォルトは CRC-16。

RECHALLENGE CHAPの再認証を行うかどうか。ONを指定した場合は、5分（300秒）から 15分

（900秒）の間のランダムな間隔で再認証を行う。秒数を指定した場合は、最低 5分（300秒）から指

定した秒数までの間のランダムな間隔で再認証を行う。OFFを指定した場合は、再認証を行わない。

Windows 95クライアントなどとの接続が切断されてしまうような場合は、再認証をOFFにすると

よい。デフォルトはON。

RESTART Configure-NAKおよび Terminate-Requestの再送間隔（秒）。デフォルトは 3秒。

STACCHECK STAC LZS圧縮におけるエラー検出方式を指定する。具体的には、Check Valueフィール

ドに格納する値の種類。SEQUENCEを指定した場合は、シーケンス番号によって欠落パケットを検

出する。LCBを指定した場合は、LCB（Longitudinal Check Byte）によってエラーを検出する。

STARENTITY 暗号化チャンネル上で使用する STARエンティティー。ENCRYPTION=ONのときの必

須パラメーター。

TOTALDATALIMIT 通信データ量の制限値（MB）。送受信データの累積値が制限を超えると、RESET

PPPコマンドでカウンターをクリアするまで通信ができなくなる。NONEは無制限を示す。デフォ

ルトはNONE。

USERNAME PPPユーザー名。相手側から認証を受けるためのもの。

VJC PPPインターフェース上の IPインターフェースで Van Jacobsonの TCP/IPヘッダー圧縮（VJ圧

縮）を使用するかどうかを指定する。デフォルトはOFF。

関連コマンド

CREATE PPP TEMPLATE（43ページ）

DESTROY PPP TEMPLATE（50ページ）

DISABLE PPP TEMPLATE DEBUG（54ページ）

ENABLE PPP TEMPLATE DEBUG（59ページ）

RESET PPP（62ページ）

SHOW PPP LIMITS（93ページ）

SHOW PPP PPPOE（98ページ）
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SHOW PPP

カテゴリー：PPP / PPPインターフェース

SHOW PPP[=ppp-interface]

ppp-interface: PPPインターフェース番号（0～511）

解説

PPPインターフェースに関する情報を表示する。

パラメーター

PPP PPPインターフェース番号

入力・出力・画面例

Manager bulbul> show ppp

Name Enabled ifIndex Over CP State

-----------------------------------------------------------------------------

ppp0 YES 09 IPCP OPENED

eth0-any LCP OPENED

ppp1 YES 10 IPCP OPENED

eth0-any LCP OPENED

-----------------------------------------------------------------------------

Name PPPインターフェース名

Enabled インターフェースが有効（Enable）かどうか

ifIndex MIB-IIオブジェクト ifIndexの値

Over 物理インターフェース名

CP コントロールプロトコル名

State 各コントロールプロトコルの状態（INITIAL、STARTING、CLOSED、STOPPED、

CLOSING、STOPPING、REQ SENT、ACK RCVD、ACK SENT、OPENED）

表 8:

関連コマンド

SHOW PPP CONFIG（75ページ）

SHOW PPP COUNTER（81ページ）
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SHOW PPP CONFIG

カテゴリー：PPP / PPPインターフェース

SHOW PPP[=ppp-interface] CONFIG

ppp-interface: PPPインターフェース番号（0～511）

解説

PPPインターフェースの設定情報を表示する。

パラメーター

PPP PPPインターフェース番号

入力・出力・画面例

Manager > show ppp config

Interface - description

Parameter Configured Negotiated

----------------------------------------------------------------------------

ppp0 -

Local Peer

Bandwidth Allocation Protocol OFF

Bandwidth Allocation Call Mode CALL

Multilink Fragmentation OFF

Acceptable Fragment Overhead (%) 5

Null Fragment Timer (seconds) 3

Session Timer (seconds) OFF

Idle Timer (seconds) OFF

Maximum Receive Unit (bytes) ON 1492 1492

Compression OFF

Username user@isp

Password SET

Bundle Endpoint Discr Class 0

Bundle Endpoint Discr Value []

Bundle Username NOT SET

eth0-any

Type primary

Restart Timer (seconds) 3

Max-Configure continuous

Max-Terminate 2

Echo Request Timer (seconds) 10

Callback Mode OFF

Link Compression OFF OFF OFF
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LQR Timer (seconds) OFF OFF OFF

Magic Number ON ON ON

Link Discriminator 0000 OFF OFF

Link Endpoint Discr Class 0

Link Endpoint Discr Value

Authentication NONE NONE CHAP

Authentication Mode INOUT

Utilisation (%) 0

IP

IP Compression Protocol NONE NONE VJC

IP Pool NOT SET

IP Address Request ON

IP Address 172.17.28.186 172.17.28.186 172.17.28.185

Primary DNS Address NOT SET NONE NONE

Secondary DNS Address NOT SET NONE NONE

Primary WinS Address NOT SET NONE

Secondary WinS Address NOT SET NONE

PPPoE

Session ID 170A 170A

MAC Address of Peer 00-90-99-0f-54-23

Service Name any

PADR Retry Limit 15

Debug

Maximum packet bytes to display 60

----------------------------------------------------------------------------

Configured 各パラメーターの設定値

Negotiated/Local OPENED状態のリンクの場合、ネゴシエーションの結果ロー

カル側が採用した値。OPENED 状態でない場合はパラメー

ターの初期値が表示される

Negotiated/Peer OPENED状態のリンクの場合、ネゴシエーションの結果リ

モート側が採用した値。OPENED状態でない場合はパラメー

ターの初期値が表示される

インターフェースセクション 以下、インターフェース全体の設定値が表示される

pppn - description インターフェース名 - メモ（DESCRIPTION）

Bandwidth Allocation Protocol BAP（Bandwidth Allocation Protocol）の有効・無効

Bandwidth Allocation Call Mode BAPによるリンク追加要求時にどちら側が発呼するか。CALL

（要求側）か CALLBACK（要求された側）のどちらか

Multilink fragmentation マルチリンク時にパケットを分割して、各リンクに分散して送

信するか

Acceptable Fragment Overhead(%) 可変長分割送信時の許容できる最大オーバーヘッド。この値を

超えた場合は、固定長分割方式に移行する

Null Fragment Timer NULLフラグメント送信前の待ち時間（秒）

Session Timer (seconds) 切断前の待機時間
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Idle Timer (seconds) 無通信時の自動切断タイマー

Maximum Receive Unit (bytes) PPPレイヤーでの最大受信パケットサイズ（MRU）。リモー

トエンドのMRUが、ローカル側上位レイヤーの最大送信パ

ケットサイズ（MTU）になる

Compression 圧縮を使用するかどうか

Encryption 暗号化を使用するかどうか

Username PPPユーザー名

Password PPPパスワードが設定されているかどうか

Up Rate (%utilisation) デマンドリンク（TYPE=DEMAND）の起動条件となる回線

負荷率（デフォルトは 80%）。負荷率が UPRATEを越えると

デマンドリンクは起動準備状態に入り、負荷率 ＞ UPRATE

の状態がUPTIMEで指定された時間続いた時点で、デマンド

リンクが実際に起動される

Up Time (seconds) 回線負荷率がUPRATEを超えてから、実際にデマンドリンク

（TYPE=DEMAND）が起動されるまでの監視時間（デフォル

トは 30 秒）。監視時間中に負荷率がUPRATEを下回らなけれ

ば、UPTIME経過後にデマンドリンクが起動される

Down Rate (%utilisation) デマンドリンク（TYPE=DEMAND）の切断条件となる回

線負荷率（デフォルトは 20%）。負荷率が DOWNRATEを

下回るとデマンドリンクは切断準備状態に入り、負荷率 <

DOWNRATEの状態がDOWNTIMEに指定された時間続い

た時点で、デマンドリンクが実際に切断される

Down Time (seconds) 回線負荷率が DOWNRATEを下回ってから、実際にデマン

ドリンク（TYPE=DEMAND）が切断されるまでの監視時間

（デフォルトは 60 秒）。監視時間中に負荷率がDOWNRATE

を超えなければ、UPTIME経過後にデマンドリンクが切断さ

れる

Bundle Endpoint Discr Class エンドポイントディスクリミネータークラス。リンクのエンド

ポイント識別に使われる

Bundle Endpoint Discr Value エンドポイントディスクリミネーター値（16進表記）

Bundle Username ユーザー名

物理リンクセクション 以下、物理リンク（LCP）ごとの設定が表示される

物理リンク名 物理インターフェース名

Number of primary channels プライマリーリンク（TYPE=PRIMARY）の数。ISDNコール

のときのみ有効

Number of secondary channels セカンダリーリンク（TYPE=SECONDARY）の数。ISDN

コールのときのみ有効
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Number of demand channels デマンドリンク（TYPE=DEMAND）の数。ISDNコールの

ときのみ有効

Type BOD（Bandwidth On Demand）や専用線バックアップ設定

における本リンクの役割。demand、primary、secondaryの

いずれか

Modem Control 未サポート

Restart Timer Configure-Requestの送信間隔

Max-Configure リンク確立時の Configure-Request再送回数

Max-Terminate リンク切断時の Terminate-Request再送回数

Echo Request Timer (seconds) LCP Echoパケットの送信間隔

Callback Mode PPPコールバック時の役割。REQUEST（コールバックを要

求）、ACCEPT（コールバック要求を受け入れ）、OFF（コー

ルバックを使わない）

Callback Operation コールバック先電話番号の取得方法。要求側がコールバックす

る側に方法を指定する。USERAUTH（ユーザーデータベース

の情報から）、E164NUMBER（要求側が指定した番号）

Callback Number コールバック要求時に相手に伝える自分の番号

Callback Delay (tenths of a second) コールバック要求を受けて回線を切断してから、コールバック

するまでの時間（秒）

Link Compression インターフェース全体ではなく、このリンクだけの圧縮が行わ

れているか

LQR Timer (seconds) LQRパケットの送信間隔

Magic Number マジックナンバーオプションの有効・無効

Link Discriminator 物理リンクに対するリンクディスクリミネーター値。LCPで

本オプションが設定されていないときはOFF

Link Endpoint Discr Class 物理リンクのローカル側リンクエンドポイントディスクリミ

ネータークラス

Link Endpoint Discr Value 物理リンクのローカル側リンクエンドポイントディスクリミ

ネーター値（16進表記）

Authentication 認証プロトコル。NONE、PAP、CHAP、EITHERのいずれ

か

Authentication Mode 物理レイヤーが ISDNコールかACCコールのとき、発信呼、

着信呼のどちらに対して認証を要求するか

Utilisation (%) 物理リンクの送信時帯域使用率

Compressionセクション 以下、リンク圧縮に関する情報が表示される

Algorithm 物理リンクレベルでの圧縮アルゴリズム。PREDICTORまた

は STAC LZS

Stac LZS Checkmode STAC LZS圧縮におけるエラーチェック方式。NONE、LCB、

CRC、SEQUENCE、EXTENDEDのいずれか
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Predictor LZS Checkmode Predictor圧縮におけるエラーチェック方式。CRC-16かCRC-

CCITTのいずれか

チャンネルセクション ISDN Bチャンネルに関する情報。物理リンクが ISDNコー

ルの場合にのみ表示される

(bri|pri)n - channel n 物理インターフェース名（PRI/BRI） - チャンネル番号

Type BOD（Bandwidth On Demand）および専用線バックアッ

プ構成における本チャンネルの役割。demand、primary、

secondaryのいずれか

Utilisation (%) 送信時の帯域使用率

Link Compression インターフェース全体ではなく、このリンクだけの圧縮が行わ

れているか

LQR Timer (seconds) LQRパケットの送信間隔

Magic Number マジックナンバーオプションの有効・無効

Link Discriminator 物理リンクに対するリンクディスクリミネーター値。LCPで

本オプションが設定されていないときはOFF

Link Endpoint Discr Class 物理リンクのローカル側リンクエンドポイントディスクリミ

ネータークラス

Link Endpoint Discr Value 物理リンクのローカル側リンクエンドポイントディスクリミ

ネーター値（16進表記）

Authentication 認証プロトコル。NONE、PAP、CHAP、EITHERのいずれ

か

NCPセクション 以下、NCP（Network Control Protocol）の情報が表示され

る

Encryption PPP上での暗号化に関する情報。暗号化使用時のみ表示され

る

Star Entity Identifier STARエンティティーと暗号化アルゴリズム

Link Compression PPP上での圧縮に関する情報。圧縮使用時のみ表示される

Algorithm 圧縮アルゴリズム。PREDICTORか STAC LZS

Stac LZS Checkmode STAC LZS におけるエラーチェック方式。NONE、LCB、

CRC、SEQUENCE、EXTENDEDのいずれか

Predictor LZS Checkmode Predictor におけるエラーチェック方式。CRC-16 か CRC-

CCITTのいずれか

IPセクション IPCPに関する情報。PPP上で IPを使用している場合に表示

される

IP Compression Protocol IPレベルでの圧縮プロトコル。VJC（TCP/IPヘッダー圧縮）

またはNONE（使用せず）

IP Pool IPアドレス割り当てに用いる IPプール名

IP Address Request リモート側に IPアドレスを要求するかどうか

IP Address リンク両側の IPアドレス。Unnumberedインターフェース

の場合は「0.0.0.0」。未設定時はNONE
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Primary DNS Address プライマリーDNSサーバーの IPアドレス。IPCPで相手に渡

す

Secondary DNS Address セカンダリーDNSサーバーの IPアドレス。IPCPで相手に渡

す

Primary WinS Address プライマリーWINSサーバーの IPアドレス。IPCPで相手に

渡す値

Secondary WinS Address セカンダリーWINSサーバーの IPアドレス。IPCPで相手に

渡す値

デバッグセクション PPPのデバッグ機能に関する情報が表示される

Maximum packet bytes to display デバッグオプション「PKT」有効時に表示するパケットのバイ

ト数

PPPoEセクション PPPoEに関する情報

Session ID PPPoEセッション ID

MAC Address of Peer PPPoEピアのMACアドレス

Service Name PPPoEサービス名。PPPインターフェースの設定でどのサー

ビス名でも受け入れるようになっているときは、Configured

欄にANYと表示される

PADR Retry Limit PPPoEディスカバリーステージにおける PADRの累計送信回

数

表 9:

関連コマンド

SHOW PPP（74ページ）

SHOW PPP COUNTER（81ページ）
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SHOW PPP COUNTER

カテゴリー：PPP / PPPインターフェース

SHOW PPP[=ppp-interface] COUNTER[={INTERFACE|LCP|MULTILINK|NCP|PPPOE}]

ppp-interface: PPPインターフェース番号（0～511）

解説

PPPに関する統計カウンターを表示する。

パラメーター

PPP PPPインターフェース番号

COUNTER カウンターの種類を指定する。

入力・出力・画面例

Manager > show ppp counter

ppp0 3113334 seconds Last change at: 1 seconds

Interface Counters

ifInOctets 299089950 ifOutOctets 121467405

ifInUcastPkts 0 ifOutUcastPkts 0

ifInNUcastPkts 697826 ifOutNUcastPkts 577829

ifInDiscards 0 ifOutDiscards 0

ifInErrors 0 ifOutErrors 0

ifInUnknownProtos 0 ifOutQLen 0

IPCP

inOctets 294615031 outOctets 117592479

inUserPkts 697826 outUserPkts 577829

inConfigureRequest 1 outConfigureRequest 3

inConfigureAcknowledge 1 outConfigureAcknowledge 1

inConfigureNAK 2 outConfigureNAK 0

inConfigureReject 0 outConfigureReject 0

inTerminateRequest 0 outTerminateRequest 0

inTerminateAcknowledge 0 outTerminateAcknowledge 0

inCodeReject 0 outCodeReject 0

CHAP OVER: eth1-pppoe

inChallenge 1 outChallenge 0

inResponse 0 outResponse 1

inSuccess 1 outSuccess 0

inFailure 0 outFailure 0
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LCP OVER: eth1-pppoe

inOctets 295341395 outOctets 119045155

inUserPkts 697826 outUserPkts 577829

inConfigureRequest 1 outConfigureRequest 1

inConfigureAcknowledge 1 outConfigureAcknowledge 1

inConfigureNAK 0 outConfigureNAK 0

inConfigureReject 0 outConfigureReject 0

inTerminateRequest 0 outTerminateRequest 0

inTerminateAcknowledge 0 outTerminateAcknowledge 0

inCodeReject 0 outCodeReject 0

inProtocolReject 0 outProtocolReject 0

inEchoRequest 51877 outEchoRequest 0

inEchoReply 0 outEchoReply 51877

inDiscardRequest 0 outDiscardRequest 0

echoFailures 0 badEchoReplies 0

ppp0 PPPoE Counters

PADIs Rx 0 PADIs Tx 2

PADOs Rx 1 PADOs Tx 0

PADRs Rx 0 PADRs Tx 1

PADSs Rx 1 PADSs Tx 0

PADTs Rx 0 PADTs Tx 0

pppn PPPインターフェース名

seconds インターフェース起動後またはリセット後の経過秒数

Last change at インターフェースが現在の状態になってからの経過秒数

ifInOctets 受信オクテット数。フラグシーケンス（1オクテット）、アドレス部（1オクテッ

ト）、制御部（1オクテット）、プロトコルフィールド（2オクテット。マルチリ

ンク時は 6オクテット）、ユーザーデータまたはコントロールプロトコルパケッ

ト、フレームチェックシーケンス（FCS、2オクテット）を含む

ifInUcastPkts 上位層に配信されたサブネットユニキャストパケット受信数

ifInNUcastPkts 上位層に配信された非ユニキャストパケット受信数

ifInDiscards 受信パケットのうち、エラーがないにもかかわらず、バッファー容量不足など

の理由で破棄されたものの数

ifInErrors 受信パケットのうち、エラーのため上位層に配送されずに破棄されたものの数

ifInUnknownProtos 受信パケットのうち、上位プロトコル不明または未サポートのため破棄された

ものの数

ifOutOctets 送信オクテット数。フラグ、アドレス部、制御部、プロトコルフィールド、ユー

ザーデータまたはコントロールプロトコルパケット、FCSを含む

ifOutUcastPkts 上位層からサブネットユニキャストアドレス宛に送信を要求されたパケットの

数。送信前に破棄されたものを含む

ifOutNUcastPkts 上位層から非ユニキャストアドレス宛に送信を要求されたパケットの数。送信

前に破棄されたものを含む
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ifOutDiscards 送信対象パケットのうち、エラーがないにもかかわらず、バッファー容量不足

などの理由で送信されずに破棄されたものの数

ifOutErrors 送信対象パケットのうち、エラーのため送信されずに破棄されたものの数

ifOutQLen 送信パケットキュー長

表 10: INTERFACEカウンター

ECP ECP（encryption control protocol）に関する情報が表示される

inOctets ECPによる受信オクテット数。PPP暗号ヘッダー（2オクテット）、暗

号化されたデータ、ECPパケットが含まれる。マルチリンクの場合は、

1フレームあたりマルチリンクヘッダー 6オクテットが追加される

inUserPkts 受信 ECPパケット数

inConfigureRequest ECP Configure-Requestパケット受信数

inConfigureAcknowledge ECP Configure-Ackパケット受信数

inConfigureNAK ECP Configure-Nakパケット受信数

inConfigureReject ECP Configure-Rejectパケット受信数

inTerminateRequest ECP Terminate-Requestパケット受信数

inTerminateAcknowledge ECP Terminate-Ackパケット受信数

inCodeReject ECP Code-Rejectパケット受信数

inResetRequests ECP Reset-Requestパケット受信数

inResetACKs ECP Reset-Ackパケット受信数

decodeSuccesses デコードに成功した暗号化パケットの数

decodeFailures デコードできなかった暗号化パケットの数

decodeDiscards デコード対象パケットのうち、破棄されたものの数

getSessKeySuccesses STARモジュールからセッションキーの取得に成功した回数

getMktSuccesses STARモジュールからマスターキーテーブルの取得に成功した回数

starEventsNotAttached アタッチされていないときに STAR モジュールからイベントを受け

取った回数

abortedNegotiations ECPのネゴシエーションが中止された回数

outOctets ECPによる送信オクテット数。PPP暗号ヘッダー（2オクテット）、暗

号化されたデータ、ECPパケットが含まれる。マルチリンクの場合は、

1フレームあたりマルチリンクヘッダー 6オクテットが追加される

outUserPkts 送信 ECPパケット数

outConfigureRequest ECP Configure-Requestパケット送信数

outConfigureAcknowledge ECP Configure-Ackパケット送信数

outConfigureNAK ECP Configure-Nakパケット送信数

outConfigureReject ECP Configure-Rejectパケット送信数

outTerminateRequest ECP Terminate-Requestパケット送信数

outTerminateAcknowledge ECP Terminate-Ackパケット送信数

outCodeReject ECP Code-Rejectパケット送信数
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outResetRequests ECP Reset-Requestパケット送信数

outResetACKs ECP Reset-Ackパケット送信数

encodeSuccesses エンコードに成功したパケットの数

encodeFailures 正しくエンコードできなかったパケットの数

encodeDiscards エンコード対象パケットのうち、破棄されたものの数

getSessKeyFailures STARモジュールからセッションキーの取得に失敗した回数

getMktFailures STARモジュールからマスターキーテーブルの取得に失敗した回数

starEventsWithLcpDown LCPがOPENED状態でないときに STARモジュールからイベントを

受け取った回数

CCP/ILCCP OVER inter-

face

CCP（Compression Control Protocol）に関する情報が表示される

inOctets CCPによる受信オクテット数。PPP圧縮ヘッダー（2オクテット）、圧

縮されたデータ、CCPパケットが含まれる。マルチリンクの場合は、

1フレームあたりマルチリンクヘッダー 6オクテットが追加される

inUserPkts 受信 CCPパケット数

inConfigureRequest CCP Configure-Requestパケット受信数

inConfigureAcknowledge CCP Configure-Ackパケット受信数

inConfigureNAK CCP Configure-Nakパケット受信数

inConfigureReject CCP Configure-Rejectパケット受信数

inTerminateRequest CCP Terminate-Requestパケット受信数

inTerminateAcknowledge CCP Terminate-Ackパケット受信数

inCodeReject CCP Code-Rejectパケット受信数

decodeSuccesses デコードに成功した圧縮パケットの数

decodeFailures デコードできなかった圧縮パケットの数

decodeDiscards 圧縮対象パケットのうち、破棄されたものの数

inResetRequests CCP Reset-Requestパケット受信数

inResetACKs CCP Reset-Ackパケット受信数

encoEventWithLcpDown LCPが OPENED状態でないときに ENCOモジュールからイベント

を受け取った回数

outOctets CCPによる送信オクテット数。PPP圧縮ヘッダー（2オクテット）、圧

縮されたデータ、CCPパケットが含まれる。マルチリンクの場合は、

1フレームあたりマルチリンクヘッダー 6オクテットが追加される

outUserPkts 送信 CCPパケット数

outConfigureRequest CCP Configure-Requestパケット送信数

outConfigureAcknowledge CCP Configure-Ackパケット送信数

outConfigureNAK CCP Configure-Nakパケット送信数

outConfigureReject CCP Configure-Rejectパケット送信数

outTerminateRequest CCP Terminate-Requestパケット送信数
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outTerminateAcknowledge CCP Terminate-Ackパケット送信数

outCodeReject CCP Code-Rejectパケット送信数

encodeSuccesses エンコードに成功したパケットの数

encodeFailures 正しくエンコードできなかったパケットの数

encodeDiscards エンコード対象パケットのうち、破棄されたものの数

outResetRequests CCP Reset-Requestパケット送信数

outResetACKs CCP Reset-Ackパケット送信数

LQM OVER interface LQR（Link Quality Report）に関する情報が表示される

lqrFailures LQRパケットのタイムアウトが発生した回数

loopbacksDetected リンクがループバックモードに入った回数

inLQRs 受信 LQRパケット数

inPktLost 内向きの喪失 LQRパケット数

inOctetLost 内向きの喪失 LQRオクテット数

outLQRs 送信 LQRパケット数

outPktLost 外向きの喪失 LQRパケット数

outOctetLost 外向きの喪失 LQRオクテット数

outLQRsLost 外向きの喪失 LQRパケット数

outLQRsTransit 送信中 LQRパケット数

PAP OVER interface PAP（Password Authentication Protocol）に関する情報が表示され

る

inRequest PAP Authenticate-Requestパケット受信数

inAck PAP Authenticate-Ackパケット受信数

inNak PAP Authenticate-Nakパケット受信数

outRequest PAP Authenticate-Requestパケット送信数

outAck PAP Authenticate-Ackパケット送信数

outNak PAP Authenticate-Nakパケット送信数

CHAP OVER interface CHAP（Challenge Handshake Authentication Protocol）に関する

情報が表示される

inChallenge CHAP Challengeパケット受信数

inResponse CHAP Responseパケット受信数

inSuccess CHAP Successパケット受信数

inFailure CHAP Failureパケット受信数

outChallenge CHAP Challengeパケット送信数

outResponse CHAP Responseパケット送信数

outSuccess CHAP Successパケット送信数

outFailure CHAP Failureパケット送信数

LCP OVER interface LCP（Link Control Protocol）に関する情報が表示される

inOctets LCPによる受信オクテット数。コントロールプロトコル（LCP、LQR、

PAP、CHAPなど）パケットのオクテット数に、データパケットのオ

クテット数を加えたもの
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inUserPkts 受信 LCPパケット数

inConfigureRequest LCP Configure-Requestパケット受信数

inConfigureAcknowledge LCP Configure-Ackパケット受信数

inConfigureNAK LCP Configure-Nakパケット受信数

inConfigureReject LCP Configure-Rejectパケット受信数

inTerminateRequest LCP Terminate-Requestパケット受信数

inTerminateAcknowledge LCP Terminate-Ackパケット受信数

inCodeReject LCP Code-Rejectパケット受信数

inProtocolReject LCP Protocol-Rejectパケット受信数

inEchoRequest LCP Echo-Requestパケット受信数

inEchoReply LCP Echo-Replyパケット受信数

inDiscardRequest LCP Discard-Requestパケット受信数

echoFailures LCP Echoタイムアウト回数

outOctets LCPによる送信オクテット数。コントロールプロトコル（LCP、LQR、

PAP、CHAPなど）パケットのオクテット数に、データパケットのオ

クテット数を加えたもの

outUserPkts 送信 LCPパケット数

outConfigureRequest LCP Configure-Requestパケット送信数

outConfigureAcknowledge LCP Configure-Ackパケット送信数

outConfigureNAK LCP Configure-Nakパケット送信数

outConfigureReject LCP Configure-Rejectパケット送信数

outTerminateRequest LCP Terminate-Requestパケット送信数

outTerminateAcknowledge LCP Terminate-Ackパケット送信数

outCodeReject LCP Code-Rejectパケット送信数

outProtocolReject LCP Protocol-Rejectパケット送信数

outEchoRequest LCP Echo-Request送信数

outEchoReply LCP Echo-Reply送信数

outDiscardRequest LCP Discard-Request送信数

badEchoReplies 受信した LCP Echo-Replyパケットのうち、Echo-Requestと IDが

異なっていたものの数

MULTILINKカウンター マルチリンク PPPに関する情報が表示される

inWholeFragments 受信マルチリンクフラグメントのうち、パケット全体が格納されてい

たものの数

inStartFragments 受信マルチリンクフラグメントのうち、パケットの先頭部分が格納さ

れていたものの数

inMiddleFragments 受信マルチリンクフラグメントのうち、パケットの先頭・末尾以外の

部分が格納されていたものの数
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inEndFragments 受信マルチリンクフラグメントのうち、パケットの末尾部分が格納さ

れていたものの数

inNullFragments 受信したNULLフラグメントの数

outWholeFragments 送信マルチリンクフラグメントのうち、パケット全体が格納されてい

たものの数

outStartFragments 送信マルチリンクフラグメントのうち、パケットの先頭部分が格納さ

れていたものの数

outMiddleFragments 送信マルチリンクフラグメントのうち、パケットの先頭・末尾以外の

部分が格納されていたものの数

outEndFragments 送信マルチリンクフラグメントのうち、パケットの末尾部分が格納さ

れていたものの数

outNullFragments 送信したNULLフラグメントの数

NCPカウンター 各種のNCP（Network Control Protocol）に関する情報が表示され

る

inOctets NCPによる受信オクテット数。PPPプロトコルフィールド（2オク

テット）、ユーザーデータ、コントロールプロトコル（IPCP、ATCPな

ど）パケットのオクテット数を加えたもの

inUserPkts 受信NCPパケット数

inConfigureRequest NCP Configure-Requestパケット受信数

inConfigureAcknowledge NCP Configure-Ackパケット受信数

inConfigureNAK NCP Configure-Nakパケット受信数

inConfigureReject NCP Configure-Rejectパケット受信数

inTerminateRequest NCP Terminate-Requestパケット受信数

inTerminateAcknowledge NCP Terminate-Ackパケット受信数

inCodeReject NCP Code-Rejectパケット受信数

outOctets NCPによる送信オクテット数。PPPプロトコルフィールド（2オク

テット）、ユーザーデータ、コントロールプロトコル（IPCP、ATCPな

ど）パケットのオクテット数を加えたもの

outUserPkts 送信NCPパケット数

outConfigureRequest NCP Configure-Requestパケット送信数

outConfigureAcknowledge NCP Configure-Ackパケット送信数

outConfigureNAK NCP Configure-Nakパケット送信数

outConfigureReject NCP Configure-Rejectパケット送信数

outTerminateRequest NCP Terminate-Requestパケット送信数

outTerminateAcknowledge NCP Terminate-Ackパケット送信数

outCodeReject NCP Code-Rejectパケット送信数

表 11: LCPカウンター

BAP BAP（Bandwidth Allocation Protocol）に関する情報が表示される

inCallReq BAPによる Call-Requestパケット受信数
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inCallResp BAPによる Call-Responseパケット受信数

inCallbackReq BAP Callback-Request受信数

inCallbackResp BAP Callback-Responseパケット受信数

inLinkDropQueryReq BAP Link-Drop-Query-Requestパケット受信数

inLinkDropQueryResp BAP Link-Drop-Query-Responseパケット受信数

inCallStatusInd BAP Call-Status-Indicationパケット受信数

inCallStatusResp BAP Call-Status-Responseパケット受信数

inErrors BAP Call-Status-Indicationパケット受信数

inDiscards BAPが受信したパケットのうち、破棄されたものの数

outCallReq BAPによる Call-Requestパケット送信数

outCallResp BAPによる Call-Responseパケット送信数

outCallbackReq BAP Callback-Request送信数

outCallbackResp BAP Callback-Responseパケット送信数

outLinkDropQueryReq BAP Link-Drop-Query-Requestパケット送信数

outLinkDropQueryResp BAP Link-Drop-Query-Responseパケット送信数

outCallStatusInd BAP Call-Status-Indicationパケット送信数

outCallStatusResp BAP Call-Status-Responseパケット送信数

outErrors BAP Call-Status-Indicationパケット送信数

outDiscards BAPが送信する予定だったパケットのうち、破棄されたものの数

BACP BACP（Bandwidth Allocation Control Protocol）に関する情報が表

示される

inOctets BACPによる受信オクテット数

inConfigureRequest BACP Configure-Requestパケット受信数

inConfigureAcknowledge BACP Configure-Ackパケット受信数

inConfigureNAK BACP Configure-Nakパケット受信数

inConfigureReject BACP Configure-Rejectパケット受信数

inTerminateRequest BACP Terminate-Requestパケット受信数

inTerminateAcknowledge BACP Terminate-Ackパケット受信数

inCodeReject BACP Code-Rejectパケット受信数

outOctets BACPによる送信オクテット数

outConfigureRequest BACP Configure-Requestパケット送信数

outConfigureAcknowledge BACP Configure-Ackパケット送信数

outConfigureNAK BACP Configure-Nakパケット送信数

outConfigureReject BACP Configure-Rejectパケット送信数

outTerminateRequest BACP Terminate-Requestパケット送信数

outTerminateAcknowledge BACP Terminate-Ackパケット送信数

outCodeReject BACP Code-Rejectパケット送信数

表 12: BAP/BACPカウンター

PADIs Rx PADIパケット受信数
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PADIs Tx PADIパケット送信数

PADOs Rx PADOパケット受信数

PADOs Tx PADOパケット送信数

PADRs Rx PADRパケット受信数

PADRs Tx PADRパケット送信数

PADSs Rx PADSパケット受信数

PADSs Tx PADSパケット送信数

PADT Rx PADTパケット受信数

PADT Tx PADTパケット送信数

表 13: PPPOEカウンター: PPPoEの情報が表示される。

関連コマンド

SHOW PPP（74ページ）

SHOW PPP CONFIG（75ページ）

SHOW PPP IDLETIMER（91ページ）

SHOW PPP MULTILINK（95ページ）
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SHOW PPP DEBUG

カテゴリー：PPP / PPPインターフェース

SHOW PPP[=ppp-interface] DEBUG

ppp-interface: PPPインターフェース番号（0～511）

解説

現在有効なデバッグオプションを表示する。

パラメーター

PPP PPPインターフェース番号

入力・出力・画面例

Manager > show ppp=0 debug

Interface Enabled Debug Modes

----------------------------------------------------------------------------

ppp0 LCP, NCP

----------------------------------------------------------------------------

Interface インターフェース名

Enabled Debug Modes 有効なデバッグオプション（AUTH、BAPPKT、BAPSTATE、CALLBACK、

DEMAND、ENCO、LCP、NCP、PKT、UTILISATION）

表 14:
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SHOW PPP IDLETIMER

カテゴリー：PPP / PPPインターフェース

SHOW PPP[=ppp-interface] IDLETIMER

ppp-interface: PPPインターフェース番号（0～511）

解説

PPPインターフェースの無通信時切断タイマー（アイドルタイマー）の情報を表示する。

パラメーター

PPP PPPインターフェース番号

入力・出力・画面例

Manager bulbul> show ppp idletimer

Interface

Configured Idle Time Idle Timer Value

---------------------------------------------

ppp0

OFF OFF

---------------------------------------------

Interface

Configured Idle Time Idle Timer Value

---------------------------------------------

ppp1

300 285

---------------------------------------------

Interface インターフェース名

Configured Idle Time アイドルタイマーの設定値（秒）

Idle Timer Value アイドルタイマーの残り時間。EXPIREDはタイマーがゼロになったことを

示す

表 15:

関連コマンド

SHOW PPP（74ページ）
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SHOW PPP CONFIG（75ページ）

SHOW PPP COUNTER（81ページ）

SHOW PPP MULTILINK（95ページ）
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SHOW PPP LIMITS

カテゴリー：PPP / PPPインターフェース

SHOW PPP[=ppp-interface] LIMITS

ppp-interface: PPPインターフェース番号（0～511）

解説

通信量リミッターの限度値と現在の累計値を表示する。

パラメーター

PPP PPPインターフェース番号

入力・出力・画面例

Manager > show ppp limits

ppp0:

Limit Counter Current Limit Remaining Previous

----------------------------------------------------------------------------

Connection Time 0:00 Unlimited --

In Data 0.0 MB Unlimited --

Out Data 0.0 MB Unlimited --

Total Data 0.0 MB Unlimited --

PADR Retry 0 15 15

----------------------------------------------------------------------------

Name PPPインターフェース名

Connection Time 累積通信時間（時間:分）

In Data 累積受信量（MB）

Out Data 累積送信量（MB）

Total Data 累積通信量（送受信量）（MB）

PADR Retry PADRの累計送信回数（累計値は PPPoEディスカバリーステージの間のみ変動

し、PPPoEセッション確立後は常に 0が表示される）

Current 現在までの累計値。限度に達したときは EXCEEDEDと表示される

Limit 設定されている限度値。設定していないとき（PADR Retryは設定が 0のとき）

はUnlimitedと表示される

Remaining 限度値までの残り通信量/時間

PPP CentreCOM AR570S コマンドリファレンス 2.9
613-000273 Rev.J

93



SHOW PPP LIMITS

表 16:

関連コマンド

CREATE PPP TEMPLATE（43ページ）

RESET PPP（62ページ）

SET PPP（63ページ）
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SHOW PPP MULTILINK

カテゴリー：PPP / PPPインターフェース

SHOW PPP[=ppp-interface] MULTILINK

ppp-interface: PPPインターフェース番号（0～511）

解説

マルチリンク PPPに関する情報を表示する。

パラメーター

PPP PPPインターフェース番号

入力・出力・画面例

Manager > show ppp multilink

Interface

Parameter Value

----------------------------------------------------------------------------

ppp0

Multilink Enabled No

Fragmentation Enabled No

Acceptable fragmentation overhead for VF scheme (%) 5

Minimum packet size for fragmentation using VF scheme (bytes) 120

Null fragment timer (seconds) 3

Number of links in bundle 0

Total bandwidth of bundle (bps) 0

Number of packets fragmented using VF scheme 0

Number of packets fragmented using FF scheme 0

Number of packets not fragmented 0

Next output sequence number 0

Minimum sequence number received on bundle 0

Next expected sequence number 0

Length of receive queue 0

Discards from receive queue 0

----------------------------------------------------------------------------

Interface インターフェース名

Multilink Enabled マルチリンク PPPが有効かどうか

Fragmentation Enabled 各リンクへのパケット分割送信が有効かどうか
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Acceptable fragmentation overhead for VF

scheme (%)

可変長分割送信時の許容できる最大のオーバーヘッド

Minimum packet size for fragmentation

using VF scheme (bytes)

可変長分割送信時に分割対象とする最小パケットサイ

ズ

Null fragment timer (seconds) NULLフラグメント送信前の待機時間（秒）

Number of links in bundle マルチリンクを構成するリンクの数

Total bandwidth of bundle (bps) マルチリンクの合計帯域幅（bps）

Number of packets fragmented using VF

scheme

可変長分割送信されたパケットの数

Number of packets fragmented using FF

scheme

固定長分割送信されたパケットの数

Number of packets not fragmented 分割されなかったパケットの数

Next output sequence number 次に送信するパケットのシーケンス番号

Minimum sequence number received on

bundle

受信した中で最小のシーケンス番号

Next expected sequence number 次に期待するシーケンス番号

Length of receive queue 現在の受信キュー長

Discards from receive queue パケット欠落によりシーケンス番号の同期がとれずに、

受信キューから破棄されたパケットの数

表 17:

関連コマンド

SHOW PPP（74ページ）

SHOW PPP CONFIG（75ページ）

SHOW PPP COUNTER（81ページ）

SHOW PPP IDLETIMER（91ページ）
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SHOW PPP NAMESERVERS

カテゴリー：PPP /一般コマンド

SHOW PPP NAMESERVERS

解説

PPPのグローバル設定パラメーターである、DNSサーバーとWINSサーバー（IPCPで相手に教えるアド

レス）の設定値を表示する。

入力・出力・画面例

Manager > show ppp nameservers

Name Server Address

------------------------------------------------

Primary DNS .................... 172.20.28.1

Secondary DNS .................. 172.20.22.10

Primary WinS ................... 172.20.28.5

Secondary WinS ................. Not Set

------------------------------------------------

Primary DNS Address プライマリーDNSサーバーの IPアドレス

Secondary DNS Address セカンダリーDNSサーバーの IPアドレス

Primary WinS Address プライマリーWINSサーバーの IPアドレス

Secondary WinS Address セカンダリーWINSサーバーの IPアドレス

表 18:

関連コマンド

SET PPP DNSPRIMARY（69ページ）

SHOW PPP（74ページ）
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SHOW PPP PPPOE

カテゴリー：PPP /一般コマンド

SHOW PPP PPPOE

解説

PPPoE関連の情報を表示する。

入力・出力・画面例

Manager > show ppp pppoe

----------------------------------------------------------------------------

PPP0:

Service Name ...................... pppoe

Peer MAC Address .................. 00-05-00-f7-a0-1c

Interface ......................... eth0

Session ID ........................ e714

Maximum Segment Size .............. 1372

Access Concentrator Mode .......... DISABLED

No services defined for Access Concentrator

PPPoE Counters:

Rejected PADI packets ............. 0

Rejected PADO packets ............. 0

Rejected PADR packets ............. 0

Rejected PADS packets ............. 0

Rejected PADT packets ............. 0

----------------------------------------------------------------------------

Service Name PPPoEサービス名

Peer Mac Address PPPoEピアのMACアドレス

Interface 物理インターフェース

Session ID PPPoEセッション ID

Maximum Segment Size MSSクランプ（書き換え）機能における本 PPPoE インターフェースの

MSS（Maximum Segment Size）。この値は、PPPoEインターフェースの

MTUから、CREATE PPPコマンド、SET PPPコマンドのMSSHEADER

パラメーターの値を差し引いたもの。本 PPPoEインターフェースを通過

する TCP Syn、Syn+Ackパケット内のMSSオプションの値がこの値よ

りも大きい場合、本製品はMSSオプションをここに表示されている値に書

き換える

98 CentreCOM AR570S コマンドリファレンス 2.9
613-000273 Rev.J

PPP



SHOW PPP PPPOE

Rejected PADI packets PADI（PPPoE Active Discovery Initiation）パケット破棄数。提供して

いないサービスをクライアントから要求されたことを示す

Rejected PADO packets PADO（PPPoE Active Discovery Offer）パケット破棄数。サーバーから

予期せぬ PADOパケットを受け取った。あるいは、PADOの中身が期待

しているものと違ったことを示す

Rejected PADR packets PADR（PPPoE Active Discovery Request）パケット破棄数。クライア

ントから予期せぬ PADRパケットを受け取ったことを示す

Rejected PADS packets PADS（PPPoE Active Discovery Session-confirmation）パケット破棄

数。サーバーから予期せぬ PADSパケットを受け取ったことを示す

Rejected PADT packets PADT（PPPoE Active Discovery Terminate）パケット破棄数。予期せ

ぬ PADTパケットを受け取ったことを示す

表 19:

関連コマンド

CREATE PPP（37ページ）

ENABLE PPP DEBUG（57ページ）

SET PPP（63ページ）

SHOW INTERFACE（「インターフェース」の 89ページ）

SHOW PPP（74ページ）

SHOW PPP CONFIG（75ページ）
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SHOW PPP TEMPLATE

カテゴリー：PPP / PPPテンプレート

SHOW PPP TEMPLATE[=template] [DEBUG]

template: PPPテンプレート番号（0～31）

解説

PPPテンプレートに関する情報を表示する。

パラメーター

TEMPLATE PPPテンプレート番号

DEBUG 有効になっているデバッグ対象の一覧を表示する。

入力・出力・画面例

Manager > show ppp template

Template - Description

Parameter Value

----------------------------------------------------------------------------

pppT33 - Default template for dynamic PPP calls

Multi Link ON

Maximum links 1

Bandwidth Allocation Protocol ON

Bandwidth Allocation Call Mode CALL

Multilink fragmentation OFF

Acceptable Fragment Overhead (%) 5

Null Fragment Timer (seconds) 3

Idle Timer (seconds) OFF

Compression OFF

Compression Algorithm STACLZS

Compression Checkmode SEQUENCE

Encryption OFF

Username NOT SET

Password NOT SET

Login Servers NOT SET

IP Pool NOT SET

Request IP Address OFF

VJC OFF

Link

Authentication NONE

CHAP rechallenge (maximum interval (seconds) 900

Callback Mode OFF
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Callback Operation USERAUTH

Callback Number -

Callback Delay (seconds) 1

Echo Timer (seconds) NOT SET

LQR Timer (seconds) OFF

Magic Number ON

Restart Timer (seconds) 3

Debug

Maximum packet bytes to display 32

----------------------------------------------------------------------------
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Template PPPテンプレート番号

Description テンプレートに関するメモ（DESCRIPTION）

Multi Link 同一ユーザーからの着信呼をマルチリンクに束ねるかどうか

Maximum links マルチリンク時の最大リンク数

Bandwidth Allocation Protocol BAP（Bandwidth Allocation Protocol）の状態

Bandwidth Allocation Call Mode BAPによるリンク追加要求時にどちら側が発呼するか。CALL

（要求側）か CALLBACK（要求された側）のどちらか

Multilink fragmentation マルチリンク時にパケットを分割して、各リンクに分散して送

信するかどうか

Acceptable Fragment Overhead (%) 可変長分割送信時の許容できる最大オーバーヘッド。この値を

超えた場合は、固定長分割方式に移行する

Null Fragment Timer NULLフラグメント送信前の待ち時間（秒）

Idle Timer (seconds) 無通信時の自動切断タイマー

Compression 圧縮を使用するかどうか

Compression Algorithm 圧縮方式（PREDICTOR、STACLZS）

Compression Checkmode 圧 縮 ア ル ゴ リ ズ ム で 使 用 す る エ ラ ー チ ェ ッ ク 方

式（SEQUENCE、LCB（STAC LZS）、CRC16、CRCCCITT

（Predictor））

Encryption 暗号化を使用するかどうか

Username PPPユーザー名

Password PPPパスワードが設定されているかどうか

Login Servers ログイン認証方式。USER（ユーザー認証データベース）、

RADIUS（RADIUSサーバー）、NOT SET（認証しない）の

いずれか

IP Pool IPアドレス割り当てに用いる IPプール名

Request IP Address リモート側に IPアドレスを要求するかどうか

VJC VJ圧縮（Van Jacobsonの TCP/IPヘッダー圧縮）を使用し

ているかどうか

Authentication 相手認証プロトコル（NONE、PAP、CHAP、EITHER）

Callback Mode PPPコールバック時の役割。REQUEST（コールバックを要

求）、ACCEPT（コールバック要求を受け入れ）、OFF（コー

ルバックを使わない）のいずれか

Callback Operation コールバック番号の取得方法。コールバックの要求側が相手

に対して取得方法を指定する。USERAUTH（ユーザーデータ

ベースの情報から）、E164NUMBER（要求側が指定した番号）

のいずれか

Callback Number コールバック要求時に相手に伝える自分の番号

Callback Delay (seconds) コールバック要求を受けて回線を切断してから、実際にコール

バックするまでの時間（秒）
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Echo Timer (seconds) LCP Echoパケットの送信間隔

LQR Timer (seconds) LQRパケットの送信間隔

Magic Number マジックナンバーオプションの有効・無効

Restart Timer Configure-Requestの送信間隔

Maximum packet bytes to display デバッグオプション「PKT」有効時に表示するパケットのバイ

ト数

表 20:

関連コマンド

CREATE PPP TEMPLATE（43ページ）

DESTROY PPP TEMPLATE（50ページ）

DISABLE PPP TEMPLATE DEBUG（54ページ）

ENABLE PPP TEMPLATE DEBUG（59ページ）
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SHOW PPP TXSTATUS

SHOW PPP TXSTATUS

カテゴリー：PPP / PPPインターフェース

SHOW PPP[=ppp-interface] TXSTATUS

ppp-interface: PPPインターフェース番号（0～511）

解説

PPPインターフェースの送信キューの状態を表示する。

パラメーター

PPP PPPインターフェース番号

入力・出力・画面例

Manager > show ppp txstatus

Interface

Parameter Value

-------------------------------------------------------

ppp0

Interface transmission queue length .......... 0

eth0-any

Packets started transmission ................. 629722

Packets being transmitted .................... 0

Packets lost during transmission ............. 0

Packets finished transmission ................ 629723

Packets discarded in pipe .................... 0

Link transmission queue length ............... 0

L1 Active .................................... TRUE

Driver bandwidth (bps) ....................... 10000000

Driver transmission delay (ms) ............... 166

Driver transmission status ................... Ready

-------------------------------------------------------

Interface PPPインターフェース名

Interface transmission queue length 現在の送信キュー長

physical-interface PPPインターフェースを構成する物理リンク

Packets started transmission 上位層から送信を要求されたパケットの数。送信前に破棄さ

れたものを含む
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Packets being transmitted 送信中のパケット数

Packets lost during transmission 送信中に失われたパケットの数

Packets finished transmission 送信完了を確認したパケットの数

Packets discarded in pipe 破棄したパケットの数

Link transmission queue length 物理リンクの送信キュー長

Driver bandwidth (bps) 物理層ドライバーの帯域幅（bps）

Driver transmission delay (ms) 物理層ドライバーの送信遅延（ms）

Driver transmission status 物理層ドライバーの状態（busyまたは ready）

表 21:

関連コマンド

SET PPP（63ページ）

SHOW PPP（74ページ）
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SHOW PPP UTILISATION

SHOW PPP UTILISATION

カテゴリー：PPP / PPPインターフェース

SHOW PPP[=ppp-interface] UTILISATION

ppp-interface: PPPインターフェース番号（0～511）

解説

PPPインターフェースの回線負荷率を表示する。

パラメーター

PPP PPPインターフェース番号

入力・出力・画面例

Manager > show ppp utilisation

Interface: ppp0 Time: 15:45:39

Over: tdm-0 Utilisation(%): 93 Bandwidth(bps): 2048000

Over: tdm-1 Utilisation(%): 2 Bandwidth(bps): 2048000

Utilisation Overall(%): 47 Up Timer(seconds): 0 Down Timer(seconds): 0

Interface PPPインターフェース名

Time コマンドが実行された時刻

Over 該当 PPPインターフェースの物理インターフェース名

Utilisation(%) 各物理インターフェースの回線負荷率（％）

Bandwidth(bps) 各物理インターフェースの通信速度（bps）

Utilisation Overall(%) PPPインターフェース全体としての回線負荷率（％）

Up Timer(seconds) 回線 負荷 率が UPRATE を 超えて から 、実 際に デマ ンド リンク

（TYPE=DEMAND）が起動されるまでの残り時間。監視時間（UPTIME）

中に負荷率がUPRATEを下回らなければ、UPTIME経過後にデマンドリン

クが起動される。UPTIME/UPRATEの値は CREATE PPPコマンド/SET

PPPコマンドで設定する。

Down Timer(seconds) 回線負荷率が DOWNRATE を下回ってから、実際にデマンドリンク

（TYPE=DEMAND）が切断されるまでの残り時間。監視時間（DOWNTIME）

中に負荷率がDOWNRATEを超えなければ、DOWNTIME経過後にデマン

ドリンクが切断される。DOWNTIME/DOWNRATEの値はCREATE PPP

コマンド/SET PPPコマンドで設定する。
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SHOW PPP UTILISATION

表 22:

関連コマンド

DISABLE PPP DEBUG（53ページ）

DISABLE PPP TEMPLATE DEBUG（54ページ）

ENABLE PPP DEBUG（57ページ）

ENABLE PPP TEMPLATE DEBUG（59ページ）

SHOW PPP CONFIG（75ページ）

SHOW PPP DEBUG（90ページ）
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